
 

GXS-I007-00 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 GXS株式会社 

(c) 2006 GXS, Inc. All rights reserved. 

 

 

 

 

ＩＥ／ＥＸ  ＦＡＸ  インターフェース 

利用ガイド 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

        第１版 1994年 4月 第2.1 版 

        第２版 1996年 4月  

        第３版 2001年 7月 

        第４版 2005年 10月 

        第５版 2006年 05月 本書 

 

 



 

  はじめに 

 

 本書は、ＥＤＩサービス＜ＩＥ／ＥＸ＞をご利用されるお客様に、ＩＥ／ＥＸ ＦＡＸインターフェースの 

ご利用方法を紹介するものです。 

 

ＩＥ／ＥＸサービスについては、下記のマニュアルがありますのでご参照下さい。 

 

EDIサービス ＜IE／EX＞ 概説書     GXS-I001 

EDIサービス ＜IE／EX＞ ＩＥ／ＥＸプロトコル ご利用の手引き GXS-I002 

EDIサービス ＜IE／EX＞ サービス管理責任者 ご利用の手引き  GXS-I003 

EDIサービス ＜IE／EX＞ 業界プロトコル ご利用の手引き  GXS-I004 

 

 

 

 

 

 

改訂内容 

 

 本書改訂内容は下記の通りです。 

  －画質密度ファインのみ 

－リトライタイプ変更 

  －結果通知情報レコード内、配信開始時刻の秒００固定 

  －結果通知情報レコード内、エラー・コード５４追加 

  －罫線行間隔依存廃止 

  －最大編集枚数２５５枚 

  －シフトＪＩＳ出力可能文字一覧の変更（JIS X 0208-1983準拠） 
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 １-１ 

 

１  サービスの概要 

１．１ ＩＥ／ＥＸ ＦＡＸインターフェースとは 
 

ＩＥ／ＥＸ経由でＦＡＸに出力できます。 

サポートされるＦＡＸ端末は国内にあるＧⅢ－ＦＡＸ端末です。 

また、バーコード出力を指定することにより、ＦＡＸ端末よりバーコードを出力することもできます。 

 

 

          IE/EXユーザー     IE/EX           FAXセンター          FAX 

   

 

 

 

 

 
 

１．２ 利用可能ユーザー 
 

 －全銀／ＩＰ全銀 

 －ＪＣＡ    （使用上注意が必要です。９．２ 参照。） 

 －ＬＵ６．１ ＲＹＯ   （使用上注意が必要です。９．３ 参照。） 

－Ｅｘｐｅｄｉｔｅシリーズ  （使用上注意が必要です。９．３ 参照。） 

－ＩＥ ＦＴＰ 

 

注意： 国際ＩＥユーザーは利用できません。 

 

 

 

メール 
ボックス 

振り分け／ 

編集処理 
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登録 

１．３ ＦＡＸセンターの機能 
 

－マップ登録、更新機能 

  事前に、ＦＡＸ端末への出力帳票のスケルトンを、ＦＡＸセンターに登録しておくことができます。 

これをマップと言います。出力のたびにデータが変わる場所（変数）は、置換フィールドとして 

＠マークで指定しておきます。 

 

      ユーザー              ＦＡＸセンター 

 

 

 

 

 

 
 

－ＦＡＸデータ編集機能（イメージ方式、マッピング方式） 

  イメージ方式では、ユーザーが送信したデータがそのままＦＡＸに出力されます。 

  マッピング方式では、事前に登録したマップ内の置換フィールド（＠マーク）にユーザーが送信した 

データが埋められてＦＡＸに出力されます。 

 

  イメージ方式 
 

 

 

 

 

 

  マッピング方式 

 

 

 

 

 

 

ﾏｯﾌﾟＣ 

ﾏｯﾌﾟ A
ﾏｯﾌﾟ B

ﾏｯﾌﾟ C

@@@  @@ 

@@@  @@ 

@@@@@@ 

@@@@@@ 

出荷指示書
出荷確認

ﾏｯﾌﾟ A 

出荷指示書
@@@  @@ 

@@@  @@ 

FAX MEMO 

xx/xx 

****** 

ﾕｰｻﾞｰ・ﾃﾞｰﾀ 

AAA01BBB02 

ﾕｰｻﾞｰ・ﾃﾞｰﾀ 

ＦＡＸ センター 

ＦＡＸ出力 

出荷指示書 
AAA 01 

BBB 02 

FAX MEMO 

xx/xx 

****** 

ＦＡＸ出力 
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－ＦＡＸ出力機能（用紙サイズ・行間隔） 

  用紙サイズは、Ａ４タテ／ヨコ、Ｂ４タテ／ヨコから選べます。 

※  バーコードはタテのみです。 

  行間隔は、１０～３０の間で選べます。 

※  文字飾りで、００～９９に変更可能です。５．２．２ 参照。 

 
－結果通知機能 

  最終処理結果が、１５分毎にＦＡＸセンターから送信したユーザーＩＤへ戻されます。 

  指定により、送信したデータがＦＡＸに出力されたのか等のＦＡＸ出力状況や、どのような 

エラーが発生したのか等のエラー状況が確認できます。結果通知データは、ＥＢＣＤＩＣです。 

    ※  結果通知先ＩＤは、指定により変更できます。３．５ 参照。 

 

 

１．４ 使用文字コード 
１．４．１ 使用文字コードとＪ系とＥ系 
 

ＦＡＸのデータ部分は、下記文字コードに従います。 

（ただし、ＩＥ／ＥＸコントロール部分はこの範囲ではありません。） 

 

－ＡＳＣＩＩ／シフトＪＩＳ漢字の文字コード  “Ｊ系” 

－ＥＢＣＤＩＣ／ＩＢＭ漢字の文字コード  “Ｅ系” 

 

 

１．４．２ 使用できる文字コード 
 

－アルファベット （半角英小文字は送れません！） 

－数字 

－特殊文字 

－カタカナ （半角カタカナはＯＫ！） 

－漢字  

 

注意：ＪＩＳ第一水準、第二水準以外のものを送ると『■』で出力します。外字も不可。 

        Ｅ系を使用する場合は特に注意してください。 
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２  送信方法 

 

２．１ 送信のしかた（ユーザー ---> ＦＡＸセンターへのデータ形式） 
２．１．１ 宛先（ユーザー ---> ＦＡＸセンター）とメッセージ識別コード 
 

① 宛先は、送信するデータの種類（Ｊ／Ｅ系、マップ登録／更新、イメージ／マッピング方式）で異なり 

ます。誤った宛先に送るとエラーになります。各宛先（IFAXAnn／IFAXEnn）のサフィックス（nn）は 

‘01’から順次カウント・アップされます。お客様がどのサフィックスの宛先にデータを送信するかは 

登録申請時に割り当てられますので、お客様側システムは宛先を変更できるよう設計してください。 

    ※  送信側のサンプルＪＣＬは、添付２ 参照。 

 

② 送信データのメッセージ識別コードは、『ＩＦＡＸＳＥＮＤ』と設定してください。 

    ※  結果通知受信時のメッセージ識別コードは、『ＩＦＡＸＳＴＡＴ』です。３．１ 参照。 

 
         メッセージ識別コード   ＦＡＸセンター 

 イメージ方式、マッピング方式 

  Ｊ系 ASCII／シフトJIS データ 

  Ｅ系 EBCDIC／IBM漢字 データ 

 

 マップ登録・更新・削除 

  Ｊ系 ASCII／シフトJIS マップ 

  Ｅ系 EBCDIC／IBM漢字 マップ 

 

 結果通知 

  EBCDIC データ 

 

 

ＦＡＸセンター送信宛先 

送信データの種類 宛先 全銀ｾﾝﾀｰｺｰﾄﾞ JCA ｾﾝﾀｰｺｰﾄﾞ 

ｲﾒｰｼﾞ方式・ﾏｯﾋﾟﾝｸﾞ方式 J系 

                        E系 

IFAXA01 

IFAXE01 

04224584811001 

04224584811003 

805011 

805013 

ﾏｯﾌﾟ登録・更新・削除  J系 

                       E系 

IFAXMPA 

IFAXMPE 

04224584811002 

04224584811004 

805012 

805014 

結果通知        E系 IFAXST1 04224584811005 805015 

IFAXAnn 

IFAXEnn 

IFAXMPA 

IFAXMPE 

IFAXSTn 

IFAXSEND 

IFAXSEND 

IFAXSEND 

IFAXSEND 

IFAXSTAT 
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２．１．２  送信データ 
 

① 送信データは、１２８バイトの固定長で送ります。（ただし、結果通知は８０バイトです。３．１ 参照） 

 
② 最初が‘A’で始まる  ファイルヘッダーレコード 

  － Ａレコードは、ＦＡＸ出力・編集・マップ・相手先等に関する情報を定義します。 

  － 先頭がＡレコードでない時は、次のＡレコードまでエラーとなります。 

    －  Ａレコードが連続した場合は、同報となります。 

  － 同報数は最大１０００件です。 

 
  最初が‘C’、‘M’で始まる コード制御レコード 

  － Ｃレコードは、イメージ方式・マッピング方式の実際のＦＡＸ出力データです。 

  － Ｍレコードは、マップ登録・更新の実際のＦＡＸ出力データです。 

 

  最初が‘P’で始まる  ページ制御レコード 

  － 前頁と異なったマップを使用するときに指定します。たとえば、１宛先に異なるマップの２頁を 

出力する場合、１頁目はＡレコード２頁目はＰレコードを使います。 

  － イメージ方式出力の場合は、指定できません。 

  － バーコード、出力文字数拡大機能（８ 参照）、標準出力の混在、縦と横の混在はできません。 

 

 

＜＜イメージ方式で、ＦＡＸ出力する場合＞＞ 

 （ＡＳＣＩＩ／シフトＪＩＳデータ）           ＦＡＸセンター 

AFIA4115 013･････044-246-4262･     IFAXA01               IFAX通信 09/01 

C  IFAX通信 09/01  本日より                                        本日よりIFAXが利用可能に 

C  IFAXが利用可能になります。                     なります。･･････ 

C  ･･････ 

        128 ﾊﾞｲﾄ 

         （ＥＢＣＤＩＣ／ＩＢＭ漢字） 

AFIA4111 013･････044-246-4262･      IFAXE01                       IFAX通信 09/01 

C IFAX通信 09/01  本日より                       本日よりIFAXが利用可能に 

C  IFAXが利用可能になります。                                        なります。･･････ 

C  ･･････ 

       128 ﾊﾞｲﾄ 

ホスト 



 

 ２-３ 

 

＜＜マップを登録する場合＞＞ 

 （ＡＳＣＩＩ／シフトＪＩＳ）             IE/EX FAX ｾﾝﾀｰ 

AMIA4115 013･･･1･･･044-246-4262     IFAXMPA              

M 出荷指示書についての注意点                      

M 10コ以上の商品は･･･････                マップ1      

M ･･･････････お願いします。                      

     128 ﾊﾞｲﾄ               

    (ＥＢＣＤＩＣ／ＩＢＭ漢字)                                  

AMIA4111 013･･･A･･･044-246-4262     IFAXMPE      

M       出荷指示書  ＠＠商会殿                  

M ＠＠＠＠＠ ＠＠  ＠＠＠＠＠            マップＡ      

M ＠＠                  以上                     

     128 ﾊﾞｲﾄ                                            

 

＜＜マッピング方式でＦＡＸ出力する場合＞＞ 

           IE/EX FAX ｾﾝﾀｰ 

 

 

                                                      

                            マップ１   

 

 

           (ＥＢＣＤＩＣ／ＩＢＭ漢字)  

                                                                      出荷指示書についての注意点 

AFMA4111 013･･･1･･･044-246-4262                                         10 ｺ以上の商品は･･･････  

Pxxxxx   A                        IFAXE01                出荷指示書 ＢＢ商会殿 

CＢＢシャープペン１０ホチキス ０           マップＡ          シャーペン １０ 

C５                                       ホチキス  ０５ 

     128 ﾊﾞｲﾄ                                                                    以上 

 

※  Ｊ系で登録されたマップにＥ系データを送信可能です。   

Ｅ系で登録されたマップにＪ系データを送信可能です。  

ホスト 

ホスト 
1page 

2page



 

 ２-４ 

 

２．２ Ａレコード 
 

“Ａ”ファイルヘッダーレコード・フォーマット（通信制御情報） 

項

番 

項 

目 

属 

性 

桁

数

開

始

内 

容 
FM FI MI MU MD

1 ﾚｺｰﾄﾞ区分 英字 1 1 固定 ‘A’ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎

2 ﾃﾞｰﾀ区分 英字 2 2 FAX 出力= ’FI’ ｲﾒｰｼﾞ方式 ◎ ◎ ◎ ◎ ◎

   FAX 出力= ’FM’ ﾏｯﾋﾟﾝｸﾞ方式      

   ﾏｯﾌﾟ登録= ’MI’      

   ﾏｯﾌﾟ更新= ’MU’      

   ﾏｯﾌﾟ削除= ’MD’      

3 FAX編集情報  24 4       

 3-1 ｻｲｽﾞ 英数字 2 4 ‘A4’ or ‘B4’ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎

 3-2 方向 数字 1 6 縦= ’1’ or 横= ‘2’ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎

 3-3 画面密度 数字 1 7 ﾌｧｲﾝ= ‘1’ ○ ○ ○ ○  

 3-4 漢字ｺｰﾄﾞ 数字 1 8 E系= ’1’ or J系= ’5’ ◎ ◎ ◎ ◎  

 3-5 ﾘｻﾞｰﾌﾞ  1 9 ﾌﾞﾗﾝｸ      

 3-6 ﾘﾄﾗｲﾀｲﾌﾟ 数字 1 10 ﾘﾄﾗｲ方式選択 ‘0’ ～‘9’ 
（ﾃﾞﾌｫﾙﾄ ’0’） 

○ ○ ○ ○  

 3-7 行間隔 数字 2 11 ‘10’ ～ ‘30’  ◎ ◎ ◎  

 3-8 ﾘｻﾞｰﾌﾞ  1 13 ﾌﾞﾗﾝｸ ◎     

 3-9 ﾏｯﾌﾟ識別子1 英数字 8 14 送信元顧客ｺｰﾄﾞ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎

 3-10 ﾏｯﾌﾟ識別子2 英数字 1 22 ‘0’～’9’  ,  ‘A’～’Z’ ◎  ◎ ◎ ◎

 3-11 ﾊﾞｰｺｰﾄﾞ種類 数字 1 23 2 OF 5 STANDARD= ’1’   ◎ ◎  

      2 OF 5 INTERLEAVED= ‘2’   ＊ ＊  

    NW-7= ‘3’   CODE39= ‘4’      

    JAN/SHORT= ’5’ JAN/CODE= ‘6’      

 3-12 出力文字 

拡大 

数字 1 24 標準(ﾏｰｼﾞﾝあり)= ’2’or ﾌﾞﾗﾝｸ
拡大(ﾏｰｼﾞﾝなし)= ‘1’  ○ ○ ○  

 3-13 ﾘｻﾞｰﾌﾞ  3 25 ﾌﾞﾗﾝｸ      

4 送信結果要求 数字 1 28 要求= ‘1’ or 不要= ‘2’ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎

5 配信情報  22 29       

 5-1 識別番号 英数字 8 29 送信元ﾕｰｻﾞｰの送信識別の 

ための任意情報 
◎ ◎ ◎ ◎ ◎

 5-2 ﾘｻﾞｰﾌﾞ  14 37 ﾌﾞﾗﾝｸ      

6 送信先FAX-NO 英数字 16 51 送信先のFAX電話番号 ◎ ◎ ◎ ◎ ◎

7 代替FAX-NO 英数字 16 67 代替出力先のFAX電話番号 ○ ○ ○ ○  

8 ﾘｻﾞｰﾌﾞ  46 83 ﾌﾞﾗﾝｸ      

◎････必須項目（指定なし又は不正値の場合エラー）     ＊････バーコード指定時のみ 

○････指定があり、かつ正常時のときに有効（指定がない時は予め登録されている初期値を採用する） 
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２．２．１ レコードﾞ区分 
 

データは、Ａレコードを先頭とします。 

 

 同報処理は、Ａレコードを続けて複数枚用意します。同報処理を行う場合でも各項目は有効です。 

 同報数は、最大１０００件です。 

 

    AFIA4115 013････････044-246-4262･ 

    AFIA4115 013････････03-492-9784･･ 

    C････････････････････････ 

    C････････････････････････ 

           128 ﾊﾞｲﾄ        

 

 

２．２．２ データ区分 
 

 ＦＩ･･･イメージ方式。 

入力データをそのままＦＡＸに出力する場合。 

 

ＦＭ･･･マッピング方式。 

すでに登録してあるマップの置換フィールド（＠の部分）にデータを送信する場合。 

 

 ＭＩ･･･マップをはじめて登録する場合。 

  ※  マップは、マップ識別子１＋用紙サイズ＋方向＋マップ識別子２で区別されます。 

従って同じマップでも、Ａ４タテとＡ４ヨコは別マップになります。 

      ※ マップ登録時のデータ区分は、最初の登録時は ＭＩ ですが更新は ＭＵ です。 

  

 ＭＵ･･･すでに登録されているマップを更新する場合。 

       ※ 登録されていないマップを更新しようとするとエラーになります。 

 

 ＭＤ･･･すでに登録されているマップを削除する場合。 

    ※ 登録されていないマップを削除しようとするとエラーになります。 
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２．２．３ ＦＡＸ編集情報 
 

用紙サイズと方向 

  当サービスで使用できる用紙サイズは次の通りです。 

                            上            上           

   上          上                             

 

 

 

 

 

      A4縦 ｻｲｽﾞ      A4横 ｻｲｽﾞ       B4縦 ｻｲｽﾞ       B4横 ｻｲｽﾞ 

 

左図上の点線は、文字並びイメージを表します。 

    ※  バーコード利用時は、タテのみです。 

 

画質密度 

  鮮明なファインモードがあります。 

 

漢字コード 

Ｅ系 ･･･ ＥＢＣＤＩＣ／ＩＢＭ漢字 利用の場合 

Ｊ系 ･･･ ＡＳＣＩＩ／シフトＪＩＳ 利用の場合 

 

リトライタイプ 

   － 相手のＦＡＸが話中の場合は、その電話番号に対してリトライを行います。 

      リトライ回数は最大１４回です。 

   ※  初回のコールを入れて合計１５回のダイヤリングが行われます。 

 

   － 代替ＦＡＸによるリトライ回数も、リトライタイプに従います。 

たとえばリトライ‘０’を指定しさらに代替ＦＡＸを指定した場合は、主ＦＡＸに３回コール後 

代替ＦＡＸに３回コールします。 
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リトライ・パターン 

 

ﾘﾄﾗｲ 

ﾀｲﾌﾟ 

ﾘﾄﾗｲ 

回数 
リトライパターン 

発呼合計回数

／所要時間 

0 2 

<0>--<1>--<2> 

5分  5分 

 

 

3回 

10分 

1 8 

<0>--<1>--<2>--<3>--<4>--<5>--<6>--<7>--<8> 

5分  5分  5分  5分  5分  5分  5分  5分 

 

 

9回 

40分 

2 11 

<0>--<1>--<2>--<3>--<4>--<5>--<6>--<7>--<8>--<9>--<10>--<11> 

 5分  5分  5分  5分  5分  5分  5分  5分  5分  5分  5分 

 

 

12回 

55分 

3 14 

<0>--<1>--<2>--<3>--<4>--<5>--<6>--<7>--<8>--<9>--<10>--<11> 

 5分  5分  5分  5分  5分  5分  5分  5分  5分  5分  5分 

  --<12>--<13>--<14> 

   5分  5分  5分 

15回 

1時間10分 

4 5 

<0>--<1>--<2>--<3>--<4>--<5> 

5分  5分  5分  5分  5分 

 

 

6回 

25分 

5 5 

<0>--<1>--<2>--<3>--<4>--<5> 

10分 10分 10分 10分 10分 

 

 

6回 

50分 

6 8 

<0>--<1>--<2>--<3>--<4>--<5>--<6>--<7>--<8> 

10分 10分 10分 10分 10分 10分 10分 10分 

 

 

9回 

1時間20分 

7 11 

<0>--<1>--<2>--<3>--<4>--<5>--<6>--<7>--<8>--<9>--<10> 

20分 20分 20分 20分 20分 20分 20分 20分 20分 20分 

 

 

11回 

3時間20分 

8 14 

<0>--<1>--<2>--<3>--<4>--<5>--<6>--<7>--<8>--<9>--<10>--<11> 

  10分 10分 10分 10分 10分 10分 10分 10分 10分 10分 
--<12>--<13>--<14> 

  10分 10分 10分 

15回 

2時間20分 

9 0 

<0> 

 

 

 

1回のみ 
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行間隔 

 ＦＡＸ出力時の行間隔値を指定することにより、出力可能な行数が異なります。 

  出力文字数拡大機能を利用した場合は、Ａ４とＢ４の縦の文字数と行数が増えます。 

    ※  出力文字拡大機能は、８ 出力文字拡大機能 を参照下さい。 

 

用紙サイズ Ａ４縦 Ａ４横 Ｂ４縦 Ｂ４横 備 考 

文字数 ８０ １２０ １００ １３６ 単位：半角文字 

行間隔＝１０ 

１１ 

１２ 

１３ 

１４ 

１５ 

１６ 

１７ 

１８ 

１９ 

２０ 

２１ 

２２ 

２３ 

２４ 

２５ 

２６ 

２７ 

２８ 

２９ 

３０ 

１３０ 

１１８ 

１０８ 

１００ 

９２ 

８６ 

８１ 

７６ 

７２ 

６８ 

６５ 

６１ 

５９ 

５６ 

５４ 

５２ 

５０ 

４８ 

４６ 

４４ 

４３ 

１１９

１０８

９９

９２

８５

７９

７４

７０

６６

６２

５９

５７

５４

５２

４９

４７

４６

４４

４２

４１

３９

１６９

１５３

１４０

１３０

１２０

１１２

１０５

９９

９３

８８

８４

８０

７６

７３

７０

６７

６５

６２

６０

５８

５６

１４３

１３０

１１９

１１０

１０２

９５

８９

８４

７９

７５

７１

６８

６５

６２

５９

５７

５５

５３

５１

４９

４７

 

 

 

 

 

1ページに出力できる 

最大行数です。 

 

 

行間隔＝１３で上下の 

行が密着します。 

 

 

行間隔にかかわらず、 

縦罫線は繋がります。 

 

※  さらに間隔を小さくしたい場合や大きくしたい場合は、マップ登録時の文字飾り 

（５．２．２ 参照）で00 ～ 99 までの指定が可能です。 

 

マップ識別子 

マップは、マップ識別子１＋サイズ＋方向＋マップ識別子２で決まります。従って、同じ顧客コード 

では、３６ (0～9  A～Z) ×４（A4 ﾀﾃ／ﾖｺ B4 ﾀﾃ／ﾖｺ）＝１４４マップ 登録できます。 

 

マップ識別子１･･･ 送信元顧客コードを指定してください。 

なお、このフィールドはユーザー識別のためにも用いられるため、イメージ方式 

（ﾃﾞｰﾀ 区分＝ ’FI’ ）の時やマップ削除の時にも、必須フィールドです。 

 

マップ識別子２･･･ ０～９、Ａ～Ｚが指定できます。 
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バーコード種類 

  ６．バーコード機能  参照。 

 

出力文字拡大 

   ８．出力文字数拡大機能  参照。 

 

２．２．４ 送信結果要求  
 

送信結果要求 

結果通知を要求する場合は、ここで指定します。 

ただし、送信データがエラーの場合は、送信結果要求を要求していなくても結果通知が返されます。 

 

２．２．５ 配信情報 
 

識別番号 

お客様側で結果通知の識別を行うために指定します。結果通知Ｄレコードの配信識別番号にこの値が 

代入されます。８桁のキャラクター入力が可能です。（※  バイナリーは不可） 

 

２．２．６ ＦＡＸ番号 
 

送信先ＦＡＸ－ＮＯ／代替ＦＡＸ－ＮＯ 

① ＦＡＸ電話番号（代替も）は必ず市外局番を付加してください。 

② 電話番号の許容文字は次のとおりです。 

 
 
 
 
 

③  送信先ＦＡＸ－ＮＯがスペースで代替ＦＡＸ－ＮＯのみがセットされている場合は、エラーと 

なります。 

④  ＦＡＸ番号エラー、リトライオーバー等のエラーにより未配信となったデータは、代替ＦＡＸ 

番号に出力が可能です。 

 

２．２．７ リザーブ 
 

将来のために確保してあるフィールドで、ブランク以外が入力されているとエラーになることが 

あります。必ずブランクで埋めてください。 

・ 数字（0～9） 
・ ﾊｲﾌﾝ（-） 
・ ｽﾍﾟｰｽ（但しｵｰﾙｽﾍﾟｰｽはｴﾗｰ）

○ 0442464262 
○ 044-246-4262 
○ 044 246 4262 
× 044(246)4262
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２．３ Ｐレコード 
 

“Ｐ”ページ制御情報レコード･フォーマット 

項番 項目 属性 桁数 開始桁 内容 FM FI MI MU MD 

 1 ﾚｺｰﾄﾞ区分 英字    1   1 固定‘P’ ◎     

 2 ﾏｯﾌﾟ識別子１ 英数字    8   2 送信元顧客ｺｰﾄﾞ ◎     

 3 ﾏｯﾌﾟ識別子２ 英数字    1    10 ‘0’～’9’, ’A’～’Z’ ◎     

 4  ﾘｻﾞｰﾌﾞ 英数字  118    11 ﾌﾞﾗﾝｸ      

 

① Ｐレコードは、マッピング方式で出力する時に前頁と異なったマップを使用する時に指定します。 

    同一相手に複数頁の別マップを使用する場合の２枚目以降に必要となります。 

    即ち、同報や同じマップを送る場合は指定不要です。 

 

② 登録マップの検索キーは下記の通りです。用紙サイズ・方向は先頭のＡレコードに従いますので 

１枚目Ａ４タテ、２枚目Ｂ４タテという出力はできません。 

 

   マップ識別子１ ｜｜ 用紙サイズ・方向（Ａレコードでの指定）｜｜ マップ識別子２ 

 

③ イメージ方式の場合は、登録マップを使用しないので、当レコードの指定はありません。 

 

④ バーコードマップ、出力文字数拡大マップ、標準マップの混在はできません。 

 

⑤ 置換フィールドのあるマップは、必ず入力データが必要となります。 

置換フィールドのあるマップを指定する場合は、Ｐレコードの後にＣレコードでデータを入力します。 

 

 例）A 置換ﾌｨｰﾙﾄﾞのあるﾏｯﾌﾟを指定   ＜------- 正常に出力（１頁目） 

      C ････････････････････････ 

      C ････････････････&& 

      P 置換ﾌｨｰﾙﾄﾞのあるﾏｯﾌﾟを指定   ＜------- 正常に出力（２頁目） 

      C ････････････････････････ 

      C ････････････････&&          ＊ && は改頁ﾏｰｸ（７．２ 参照）    
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⑥ 置換フィールドのない登録マップ（Ｃレコード情報の不要なマップ 例：送付状）をＡレコード 

（又はＰレコード）で指定した場合は、その後ろにＰレコードを続けることができます。 

しかし、Ａレコードで置換フィールドのある登録マップを指定した場合は、Ｃレコードなしで 

Ｐレコードを連続させることはできません。 

 

  例）A 置換ﾌｨｰﾙﾄﾞのないﾏｯﾌﾟを指定   ＜-------正常に出力(１頁目)  

    P 置換ﾌｨｰﾙﾄﾞのあるﾏｯﾌﾟを指定   ＜-------正常に出力(２頁目） 

    C ･･････････････････････ 

    C ･･･････････&& 

 

  例）A 置換ﾌｨｰﾙﾄﾞのあるﾏｯﾌﾟを指定   ＜-------編集エラー 

    P 置換ﾌｨｰﾙﾄﾞのあるﾏｯﾌﾟを指定    

    C ･･････････････････････ 

    C ･･････････････････････ 
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２．４ Ｃ／Ｍ レコード 
 

“Ｃ”“Ｍ”コード情報レコード・フォーマット 

項番 項目 属性 桁数 開始行 内容 FM FI MI MU MD

1 ﾚｺｰﾄﾞ区分 英字 1   1 FAX出力=’C’ or ﾏｯﾌﾟ登録=’M’ ◎ ◎ ◎ ◎  

2 ｺｰﾄﾞ情報 英数字 127   2 送信ｺｰﾄﾞ･ﾃﾞｰﾀ 及び && ◎ ◎ ◎ ◎  

 

① Ｃレコードはイメージ方式、マッピング方式（１．３ 参照）の時の内容情報レコードです。 

② Ｍレコードはマップ登録、更新（１．３ 参照）の時の内容情報レコードです。 

③ １頁分のデータの終了には、改頁指示 && を使います。 

④ １レコード（１２８バイト）は、フルにデータを入れてください。 

 

例）イメージ方式でＡ４タテに出す場合は、幅が８０バイトなので１レコード目には出力帳票２行目 

のデータが入ります。 

  FAX出力 

A 

CAAAAAAAAAAAAAAAAAAAABBBBBBBBBBBBBBBBBB 

CBBCCCCCCCCCCCCCCCCCCCCDDDDD&& 
→ 

  

AAAAAAAAAAAAAAAAAAAA 

BBBBBBBBBBBBBBBBBBBB 

CCCCCCCCCCCCCCCCCCCC 

DDDDD 

 

例）置き換えのデータが２レコードにまたがっても構いません。 

  FAX出力 

A 

CＮＭＳ商会ﾊﾞｲﾝﾀﾞｰ N00210 ﾎﾁｷｽ AAAA50 ﾍﾟﾝ 

C ｼﾙ BB02100&& 
→ 

  

ＮＭＳ商会 

商品名 種類 数 

ﾊﾞｲﾝﾀﾞｰ N002 10 

ﾎﾁｷｽ AAAA 50 

ﾍﾟﾝｼﾙ BB02 100  

 

⑤ ＳＯＳＩで囲まれたデータを送信する場合、出力ＦＡＸ帳票で１行になるデータは２レコードに 

またがっても構いません。 

  FAX出力 

A 

M＠＠＠＠＠CRLF     商品名   種類 

M  数  CRLF  @@@@@   @@@@ ････････ 
→ 

  

ＮＭＳ商会 

商品名 種類 数 

ﾊﾞｲﾝﾀﾞｰ N002 10 

ﾎﾁｷｽ AAAA 50 

ﾍﾟﾝｼﾙ BB02 100  
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３  受信方法 

３．１ 受信のしかた（ＦＡＸセンター ---> ユーザーへのデータ形式） 

３．１．１ 結果通知送信元とメッセージ識別コード 
 

① 結果通知送信元は、いずれの場合（Ｊ／Ｅ系、マップ登録／更新、イメージ／マッピング方式）も 

ＩＦＡＸＳＴｎです。サフィックス（ｎ）は‘１’から順次カウント・アップされます。 

お客様がどのサフィックスの宛先からデータを送信されるかは、登録申請時に割り振られますので 

お客様側のシステムは受信時の送信元を、変更できるように設計してください。 

  ※  受信時のサンプルＪＣＬの設定は、添付２ 参照。 

 

② 受信データのメッセージ識別コードは『ＩＦＡＸＳＴＡＴ』と設定してください。 

   ※  送信時のメッセージ識別コードは『ＩＦＡＸＳＥＮＤ』です。２．１．１ 参照。 

 
                                             メッセージ識別コード 
ＦＡＸセンター －＞  ユーザー            『IFAXSTAT』                   ＦＡＸセンター 

  結果通知 ＥＢＣＤＩＣデータ        IFAXSTn 

 

＜参考＞ 

ユーザー －＞  ＦＡＸセンター  『IFAXSEND』 

  J系 イメージ/マッピング方式データ       IFAXAnn 

    『IFAXSEND』 

  E系 イメージ/マッピング方式データ       IFAXEnn 

    『IFAXSEND』 

  J系 マップ登録、更新、削除        IFAXMPA 

    『IFAXSEND』 

  E系 マップ登録、更新、削除        IFAXMPE 

※  IEユーザーは、各所属ブリッジ(IEEX00n) 経由で送信されます。 
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３．１．２ 結果通知データ 
 

① ＦＡＸ出力の結果（エラー通知も含む）は、ＩＥ／ＥＸを経由して送信元ユーザー宛に送られます。 

 

② 結果通知データは８０バイトの固定長です。（※ 送信データは１２８バイトです。２．１．２ 参照） 

 

③ 結果通知データ形式は、“Ｈ”で始まる結果通知のヘッダーレコードと“Ｄ”で始まる情報レコード 

からなり、１５分間隔でＦＡＸセンターより送られてきます。１５分間に蓄積された結果通知は、 

まとめて送られます。 

 

 

←結果通知ﾍｯﾀﾞｰﾚｺｰﾄﾞ 

←結果通知情報ﾚｺｰﾄﾞ       93/08/10 10:00 

←結果通知情報ﾚｺｰﾄﾞ       93/08/10 10:12 

←結果通知ﾍｯﾀﾞｰﾚｺｰﾄﾞ 

←結果通知情報ﾚｺｰﾄﾞ       93/08/10 10:45 

←結果通知情報ﾚｺｰﾄﾞ       93/08/10 10:50 

 

④ データ形式は、ＥＢＣＤＩＣで送られてきます。ＡＳＣＩＩ、シフトＪＩＳで利用する場合は変換 

する必要があります。 

 

⑤ 結果通知ファイルは、その時点でＦＡＸ出力終了していたレコードを対象とします。 

対象レコードがない場合は、結果通知レコードは作成されません。 

 

⑥ データ内容 

・ エラー通知 

・ 不達通知 

・ 正常結果通知（オプション／ファイルヘッダーで要求してある場合） 

 

エラー通知及び不達通知はファイルヘッダーで要求しなくても送信され、料金はかかりません。 

正しくＦＡＸされた（エラー・コードが00 又は01）時の結果通知が欲しい場合のみ、ファイル 

ヘッダーで要求し、結果通知が送信されるようにします。 

 

※  エラー・コードは３．４ 参照。 

HIFAXSTAT IFAX    IFAXSTn ISBC･･･････････････

DFI ｲﾒｰｼﾞﾎｳｼｷ 000442464262････930810  1000････

DMI ﾏｯﾌﾟﾄｳﾛｸ  000334929784････930810  1012････

 

HIFAXSTAT IFAX    IFAXSTn ISBC･･･････････････

DFM ﾏｯﾋﾟﾝｸﾞ  110442464262････930810  1045････ 

DFM ﾀﾞｲﾀｲ No  010442464262････930810  1050････

80バイト 
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３．２ Ｈレコード 
 

“Ｈ”レコード結果通知ヘッダーレコード・フォーマット 

項番 項目 属性 桁数 開始行 内容 

1 ﾚｺｰﾄﾞ区分 英字 1 1 固定 ’H’ 
2 ﾒｯｾｰｼﾞ識別ｺｰﾄﾞ 英数字 8 2 固定 ‘IFAXSTAT’ 
3 ﾘｻﾞｰﾌﾞ  1 10 ﾌﾞﾗﾝｸ 

4 FAX ｾﾝﾀｰ顧客ｺｰﾄﾞ 英数字 8 11 ‘IFAX’ 
5 FAX ｾﾝﾀｰﾕｰｻﾞｰ ID 英数字 8 19 ‘IFAXSTn’ 
6 送信元顧客ｺｰﾄﾞ 英数字 8 27  

7 送信元ﾕｰｻﾞｰ ID 英数字 8 35  

8 ﾘｻﾞｰﾌﾞ 英数字 38 43 ﾌﾞﾗﾝｸ 

 

 

メッセージ識別コード 

  メッセージ識別コードは、‘ＩＦＡＸＳＴＡＴ’の固定です。 

 

ＦＡＸセンター顧客コード 

  ＦＡＸセンター顧客コードは、‘ＩＦＡＸ’の固定です。 

 

ＦＡＸセンターユーザーＩＤ 

  ＦＡＸセンターユーザーＩＤは、‘ＩＦＡＸＳＴｎ’の固定です。（３．１．１ 参照） 

 

送信元顧客コード・送信元ユーザーＩＤ 

  送信元顧客コード・送信元ユーザーＩＤは、お客様の顧客コードとユーザーＩＤです。 

Ixxx  Ixxxyyy 

顧客コード ﾕｰｻﾞｰ ID 
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３．３ Ｄレコード 
 

“Ｄ”結果通知情報レコード・フォーマット 

項番 項目 属性 桁数 開始桁 内容 

1 ﾚｺｰﾄﾞ区分 英字 1 1 固定 ’D’ 
2 ﾃﾞｰﾀ区分 英数字 2 2 ﾏｯﾋﾟﾝｸﾞ方式FAX出力 = ’FM’ 

ｲﾒｰｼﾞ方式FAX出力   = ’FI’ 
ﾏｯﾌﾟ登録 = ‘MI’ 
ﾏｯﾌﾟ更新 = ‘MU’ 
ﾏｯﾌﾟ削除 = ‘MD’ 

3 配信識別番号 英数字 8 4 送信元ﾕｰｻﾞｰの送信識別のための任意情報 

4 最終処理結果 英数字 2 12 ‘00’ = 主FAX電話番号で正常終了 

‘01’ = 代替FAX電話番号で正常終了 

その他 = エラー・不達 

5 最終FAX-NO 英数字 16 14 最終送信先のFAX電話番号 

6 配信開始時刻 数字 12 30 FAX出力開始時刻 

7 配信終了時刻 数字 12 42 FAX出力終了時刻 

8 編集枚数 数字 3 54 FAX編集枚数 

9 ｴﾗｰ FAX-NO 英数字 16 57 ｴﾗｰ終了した主FAX電話番号（代替使用時） 

10 ｴﾗｰ・ｺｰﾄﾞ 英数字 2 73 主FAX電話番号のｴﾗｰｺｰﾄﾞ（代替使用時） 

11 ﾘｻﾞｰﾌﾞ 英数字 6 75 使用不可 

 

データ区分 

  すでに送信したデータのＡレコード（送信時のヘッダーレコード）のデータ区分を出力します。 

    ※  仮にデータ区分を間違えた場合は、ここに指定したデータ区分が返り、エラー・コード’ 93’  
配信先データ区分なしが返ります。 

 

配信識別番号 

  すでに送信したデータのＡレコード（送信時のヘッダーレコード）の配信識別番号を出力します。 

  送信したデータを識別するためのキーとなります。 

 

最終処理結果 

  最終的に処理が行われたＦＡＸの処理結果を出力します。すでに送信したデータのＡレコード内で、 

送信先ＦＡＸ－ＮＯの指定のみの場合は、主ＦＡＸに対するエラー・コードを最終処理結果に出力 

します。代替ＦＡＸ－ＮＯの指定があった場合、主ＦＡＸで正常にＦＡＸ出力した時は、主ＦＡＸに 

対する処理結果( ‘00’ ) が、代替ＦＡＸで正常にＦＡＸ出力した時は、代替ＦＡＸに対する処理結果 

( ‘01’ ) が最終処理結果に出力されます。 
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最終ＦＡＸ－ＮＯ 

  項番４の最終処理結果のＦＡＸ番号。 

 

配信開始時刻・配信終了時刻 

  ＦＡＸセンターからデータを送り出した時刻及び、実際にＦＡＸ送信終了後ＦＡＸセンターへ結果が 

返った時刻です。配信開始時刻の秒は‘００’の固定（秒切り捨て）です。配信終了時刻は、実際の 

通信時間を、配信開始時刻に加えた時刻です。 

配信開始時刻から配信終了時刻までの通信時間は、秒を含めた正しい値です。 

 

編集枚数 

  ＦＡＸセンターでの編集が正常に終了した枚数を出力します。最終処理結果が ’00’ 又は ’01’ の場合は、 

ＦＡＸ配信枚数になります。’06’、’11’、’15’ 等のエラーの場合は、編集処理枚数になります。 

（エラーの場合は、全て又は一部がＦＡＸ配信されていない場合があります。） 

※  最大編集枚数は、２５５枚です。最大編集枚数を超えた場合、エラー・コードは ’54’ となります。 

 

エラーＦＡＸ－ＮＯ 

  項番１０のエラー・コードが処理されたＦＡＸ番号。 

 

エラー・コード 

  代替ＦＡＸ－ＮＯを指定した時のみ出力され、正常に出力できなかったＦＡＸに対するエラー・コード 

です。主ＦＡＸで出力できず代替ＦＡＸでＦＡＸ出力した場合に、主ＦＡＸのエラー・コードが出力さ 

れます。また、主ＦＡＸ、代替ＦＡＸ共に正常終了しなかった場合も、項番－１０のエラー・コードに 

は主ＦＡＸに対するエラー・コードが出力されます 

 

主FAX番号 代替FAX番号 項番4 最終処理結果 項番5 最終FAX-NO 項番10 ｴﾗｰ･ｺｰﾄﾞ 項番9 ｴﾗｰ FAX-NO 

OK － 00 主FAX番号 ﾌﾞﾗﾝｸ ﾌﾞﾗﾝｸ 

NG － ｴﾗｰ･ｺｰﾄﾞ 主FAX番号 ﾌﾞﾗﾝｸ ﾌﾞﾗﾝｸ 

NG OK 01 代替FAX番号 ｴﾗｰ･ｺｰﾄﾞ 主FAX番号 

NG NG ｴﾗｰ･ｺｰﾄﾞ 代替FAX番号 ｴﾗｰ･ｺｰﾄﾞ 主FAX番号 
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３．４ エラー・コード一覧 
 

項番４（最終処理結果）／項番１０（エラー・コード）にセットされるエラー・コードです。 

処理結果 内容 原因 対応 

00 FAX配信完了 正常終了   ― 

01 代替FAXにて配信完了 正常終了    ― 

06 回線エラー 公衆回線品質不良等 相手ＦＡＸ確認後、再配信 

07 FAXセンターエラー システム内部エラー ヘルプデスクへ連絡 

08 FAXユーザー利用不可 ユーザー使用禁止 ヘルプデスクへ連絡 

11 FAXビジー 話し中／紙切れなど 相手ＦＡＸ確認後再配信 

15 FAX No.エラー 相手がFAXでない 相手ＦＡＸ Ｎｏ確認後再配信 * 

20 編集環境設定エラー システム環境異常 ヘルプデスクへ連絡 

21 FAX受信ﾌｧｲﾙ処理ｴﾗｰ システム環境異常 ヘルプデスクへ連絡 

22 FAX送信ﾌｧｲﾙ処理ｴﾗｰ システム環境異常 ヘルプデスクへ連絡 

23 FAX ｾﾝﾀｰ側編集ｴﾗｰ 編集システム異常 ヘルプデスクへ連絡 

24 編集ｴﾗｰ（ﾚｺｰﾄﾞｼｰｹﾝｽｴﾗｰ） ﾕｰｻﾞｰﾃﾞｰﾀｴﾗｰ/ｼｽﾃﾑｴﾗｰ ﾕｰｻﾞｰﾃﾞｰﾀ修正 

25 ﾌｧｲﾙﾍｯﾀﾞｰだけで内容ﾃﾞｰﾀなし ﾕｰｻﾞｰﾃﾞｰﾀｴﾗｰ/ｼｽﾃﾑｴﾗｰ ﾕｰｻﾞｰﾃﾞｰﾀ修正 

26 ﾌｧｲﾙﾍｯﾀﾞｰ項目指定ｴﾗｰ ﾕｰｻﾞｰﾃﾞｰﾀｴﾗｰ/ｼｽﾃﾑｴﾗｰ ﾕｰｻﾞｰﾃﾞｰﾀ修正 

27 ﾃｷｽﾄ終了条件指定ｴﾗｰ ﾕｰｻﾞｰﾃﾞｰﾀｴﾗｰ/ｼｽﾃﾑｴﾗｰ ﾕｰｻﾞｰﾃﾞｰﾀ修正 

28 置換ﾌｨｰﾙﾄﾞのmax数ｴﾗｰ ﾕｰｻﾞｰﾃﾞｰﾀｴﾗｰ/ｼｽﾃﾑｴﾗｰ ﾕｰｻﾞｰﾃﾞｰﾀ修正 

50 マップ指定エラー ﾍｯﾀﾞｰﾚｺｰﾄﾞ設定ｴﾗｰ ﾕｰｻﾞｰﾃﾞｰﾀ修正 

51 マップ登録エラー ﾍｯﾀﾞｰﾚｺｰﾄﾞ設定ｴﾗｰ ﾕｰｻﾞｰﾃﾞｰﾀ修正 

52 マップ更新エラー ﾍｯﾀﾞｰﾚｺｰﾄﾞ設定ｴﾗｰ ﾕｰｻﾞｰﾃﾞｰﾀ修正 

53 マップ削除エラー ﾍｯﾀﾞｰﾚｺｰﾄﾞ設定ｴﾗｰ ﾕｰｻﾞｰﾃﾞｰﾀ修正 

54 編集枚数 max数ｴﾗｰ ﾕｰｻﾞｰﾃﾞｰﾀｴﾗｰ ﾕｰｻﾞｰﾃﾞｰﾀ修正 

91 ヘッダー無し ﾃﾞｰﾀの先頭がﾍｯﾀﾞｰでない ﾕｰｻﾞｰﾃﾞｰﾀ修正 

92 配信先データ区分登録なし ﾍｯﾀﾞｰﾚｺｰﾄﾞ設定ｴﾗｰ ﾕｰｻﾞｰﾃﾞｰﾀ修正(ﾃﾞｰﾀ区分=’ ’) 
93 配信先データ区分登録なし ﾍｯﾀﾞｰﾚｺｰﾄﾞ設定ｴﾗｰ ﾕｰｻﾞｰﾃﾞｰﾀ修正(ﾃﾞｰﾀ区分の誤り) **

94 FAX-NO未設定 ﾍｯﾀﾞｰﾚｺｰﾄﾞ設定ｴﾗｰ ﾕｰｻﾞｰﾃﾞｰﾀ修正 

95 FAX-NO禁止文字指定 ﾍｯﾀﾞｰﾚｺｰﾄﾞ設定ｴﾗｰ ﾕｰｻﾞｰﾃﾞｰﾀ修正 *** 

96 送信元顧客コードエラー ﾍｯﾀﾞｰﾚｺｰﾄﾞ設定ｴﾗｰ ﾕｰｻﾞｰﾃﾞｰﾀ修正 

99 その他 システム環境設定ミス ヘルプデスクへ連絡 

 

   *   : ０９９０（ダイアルＱ２）等には送信できません。このエラー・コードになります。 

**  : たとえば、宛先(IFAXxxx)とデータの区分Unmatchなどの場合 

*** : 海外向けのＦＡＸ、及び市外局番の指定のないＦＡＸ Nｏへの出力要求があった場合も 

このエラー・コードになります。 

 

※  今後の拡張で、処理結果のコードは追加となる可能性があります。 

00～99を対応できるようにしておいてください。 
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３．５ 結果通知先変更 
３．５．１ 結果通知先変更の指定方法 
 

結果通知を、指定したユーザーＩＤへ返すことができます。 

通常は、ＦＡＸデータ送信ユーザーＩＤへ結果通知が返されます。（登録申請時に登録が追加されます。） 

現在登録済みの結果通知先ＩＤ ISBC001 をISBC00Aに変える場合は、下記の通り変更してください。 

 

ＩＥ／ＥＸ サービス管理責任者機能 

 

   メイン・メニュー 

 

 

   登録サービスの管理 

 

 

   業界プロトコルの管理 

 

 

 

ISBC001の通信コードを削除します。 

・業界プロトコルの管理 

『業界プロトコルの管理』メニュー内の『通信コード／別名の削除』を選びます。 

現在登録済みの結果通知先の顧客コード・ユーザーＩＤを入力します。（ISBC, ISBC001） 

 

  

J9500JP                     業界プロトコルの管理                                
                                                                                 
  顧客コード . . . . . . . . ISBC       ( 必須項目 )                             
  ユーザー ID. . . . . . . . ISBC001    ( 必須 : 1,2,3 )                         
                                                                                 
                             1.  通信コード／別名の登録                          
                             2.  通信コード／別名の照会／更新                    
                             3.  通信コード／別名の削除                          
                             4.  データ種別／ファイル名の一覧                    
 
 
                                                                                 
  番号 ===> 3                                                                    
    F1= ヘルプ   F3= 保管・終了   F4= 保管・メイン                               
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J9500JP                     業界プロトコルの管理                                
                                                                                 
  顧客コード . . . . . . . . ISBC       ( 必須項目 )                             
  ユーザー ID. . . . . . . . ISBC00A    ( 必須 : 1,2,3 )                         
                                                                                 
                             1.  通信コード／別名の登録                          
                             2.  通信コード／別名の照会／更新                    
                             3.  通信コード／別名の削除                          
                             4.  データ種別／ファイル名の一覧                    
                                                                                 
 
 
  番号 ===> 1                                                                    
    F1= ヘルプ   F3= 保管・終了   F4= 保管・メイン                               

・通信コード／別名の削除 

   すでに登録済みの通信コード／別名を削除します。 

該当登録のLNE CMDフィールドに ’D’ を入力し、PF3を押します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ISBC00Aの通信コードを登録します。 

・業界プロトコルの管理 

『業界プロトコルの管理』メニュー内の『通信コード／別名の登録』を選びます。 

新しく結果通知先となる顧客コード・ユーザーＩＤを入力します。（ISBC, ISBC00A） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
J9517JP                    通信コード／別名の削除                               
 
    顧客コード / ユーザー ID. . ISBC     / ISBC001    所属システム区分 . . I1    
 
LNE  PROT HEX             識別子      ( 全銀用         )                        
 CMD  TYPE (H) 通信コード  パスワード  ( HEX フィールド )           説明         
  D   ALT      ISBC001                                                           
                                   (                )      ____________________  
  _                                                                              
                                   (                )                            
  _                                                                              
                                   (                )                            
  _                                                                              
                                   (                )                            
  _                                                                              
                                   (                )                            
  D : 削除                                                                       
 
   番号 ===>                                                                     
    F1= ヘルプ   F3= 保管・終了   F4= 保管・メイン   F12= 取消                   



 

 ３-９ 

 

・通信コード／別名の登録 

『通信コード／別名の登録』画面にてPROT TYPEに ’ALT’ と指定し、通信コードにＦＡＸデータ送信 

ユーザーＩＤを入力し、ＰＦ３を押します。結果通知先が変更されます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

３．５．２ 注意点 
 

－ すでに、お客様が申請したＩＤと同じＩＤを別名（ＡＬＴ）として登録してあります。別名を変更し 

ないかぎり、登録されている別名を絶対に削除しないでください。 

(結果通知が返らなくなります。)    

 

－ 別名（ＡＬＴ）を変更して、送信者と異なるユーザーＩＤで結果通知を受信する場合は、そのＩＤを 

『ＮＭＳ＜ＩＥ／ＥＸ＞ ＦＡＸインターフェース登録申請書』にて登録してください。 

ＩＦＡＸＳＴｎとのパートナー・リストが必要となります。 

 

 
J9511JP                    通信コード／別名の登録                               
                                                                                 
    顧客コード / ユーザー ID. . ISBC     / ISBC00A    所属システム区分 . . I1    
 LNE  PROT HEX             識別子   ( 全銀用     )                         
 CMD  TYPE (H) 通信コード パスワード ( HEX フィールド )          説明           
  _   ALT_  _  ISBC001_________________________________                          
                           ______  ( ____________  )     ____________________    
  _   ____  _  ________________________________________                          
                           ______  ( ____________  )     ____________________    
  _   ____  _  ________________________________________                          
                           ______  ( ____________  )     ____________________    
( _  LINE _ _  ________________________________________  )                       
 
  R : 反復      プロトコルタイプ エリア ( ALT のみ入力 )                        
                                                                                 
 
  番号 ===>                                                                      
    F1= ヘルプ   F3= 保管・終了   F4= 保管・メイン   F12= 取消                   
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４  イメージ方式 

４．１  イメージ方式でできること 
 

  送られてきたユーザー・データをそのまま出力するのが、イメージ方式です。 

  従って、見出し等を含めて毎回出力データを全て送信することになります。 

   ※  マップ登録で使う置換フィールド(変数フィールド)、文字飾り、罫線は使えません。 

 

 

４．２ イメージ方式の使い方 
４．２．１  イメージ方式データの作成 
 

① 最初の１２８バイトにＡレコードの送信情報をのせ、以降１バイト目を ’C’ にして１２８バイト 

ごとのデータを作成します。 

  

② ＦＡＸデータは、Ｊ系／Ｅ系のどちらでも構いません。 

ただし、Ｊ系／Ｅ系では送信する際の宛先と、Ａレコードの指定が異なります。 

※  間違えるとエラーになります。 

              E=1 E系の場合は1を指定 

↓J=5 J系の場合は5を指定 

AFIA4111  013････････044-246-4262････

C･････････････････････････････ 

C･････････････････････････････ 

  128 ﾊﾞｲﾄ 

 

③ Ｅ系で漢字を出力する場合は、ＳＯＳＩによるＭＩＸＥＤ形式データを作成します。 

この時、ＳＯＳＩはブランクに変換されます。 

 

 

 

 

 

④ 一行の文字数は用紙サイズにより固定されます。(２．２．３ 参照)  

 

⑤ 行間隔は、“Ａ”ファイルヘッダーレコードの設定によります。（２．２．３ 参照） 

９／１定例会のおしらせ 

 

場所  ： 1001   会議室 

Ｓ
Ｏ

Ｓ
Ｉ

Ｓ
Ｏ

Ｓ
Ｏ

Ｓ
Ｉ

Ｓ
Ｉ

９／１定例会のおしらせ 

 

場所  ： 1001   会議室 



 

 ４-２ 

 

 

⑥ 改行 

ＦＡＸデータ中に改行指示 CRLF があると改行出力します。 

      また、改行指示がなくても一行の最大文字数に至った時には自動改行します。 

 

⑦ 改頁 

ＦＡＸデータ中に改頁指示 FF 又は &&（キャラクター・２バイト） 

があると改頁します。頁の途中でFF/&& がある場合は、その頁の残りはブランクになります。 

ただし、データが１頁分を満たした時はFF/&& がなくても改頁します。 

 

※  最終行が最大文字数（例えば、A4縦の場合80文字）+ && のときは && が有効になるため、 
改頁を行い、オールブランクの余分な１頁を出力します。 

         80                             128              １頁目      ２頁目       ３頁目 

  です。&&次には、ABCDにより… 

 

 

⑧ 頁終了 

全ての頁が終了した場合は、ETX 又は ?&  (キャラクター・２バイト) 

をセットしてください。 

 

※  最終行が最大文字数（例えば、Ａ４縦の場合８０文字）+ ETXのとき、当該頁でテキスト 

終了とします。（余分な頁は出力しません） 

         80                             128              １頁目        
  です。?&次この頁は出力しない。                                    ２頁目以降は出ない。 
 

 

 

 

４．２．２ イメージ方式の送信 
 

  ＦＡＸデータは、Ｊ系／Ｅ系のどちらでも構いません。ただし、Ｊ系／Ｅ系では送信する際の宛先と 

Ａレコードの指定が異なります。 ※  間違えるとエラーになります。 

宛先    J系はIFAXAnn                        E系はIFAXEnn 

AFIA4115  AFIA4111 

C  C 

C  C 

C  C 

４．３ イメージ方式の注意点とポイント 
 

…です。 次には、 

（E系 X ’03’・1バイト）

（J系 X ‘03’・1バイト）

（E系 X ’0C’・1バイト）

（J系 X ’0C’・1バイト）

（E系 X ’0D25’）
（J系 X ’0D0A’）

…です。



 

 ４-３ 

 

① ＩＢＭの漢字の場合、ＪＩＳ第一水準、第二水準にないものは『■』でＦＡＸ出力されます。 

また、外字は登録・使用できません。 

 

② ＦＡＸデータは、ヘッダー・制御文字を含め全て同一コード系（Ｊ系／Ｅ系の混在は許さない）で 

統一することが必要です。 

         使用不可の例：  

 

 

 

 

 

③ 罫線はサポートしていません。 

※ マップは、罫線をサポートしています。５．２ 参照。 

 

④ 帳票の最大文字数目（例：Ａ４縦の場合８０文字目）が２バイト文字の１バイト目の時、当該文字は 

次行に印字されます 

                         

     C123        あいうえ 

 80 ﾊﾞｲﾄ 

 

 

⑤ イメージ方式サンプル 

１宛先目   A FIA4115  0  13  INMB    xxx-xxx-xxxx 

 C ｺｰﾄﾞ情報ﾚｺｰﾄﾞ    １頁目 

 C   FF ２頁目 

 C  ETX ﾌﾞﾗﾝｸ 

２宛先目 A FIA4125  0  13  INMB    yyy-yyy-yyyy 

 C １頁目      && ２頁目 

 C  ?&   ﾌﾞﾗﾝｸ 

                     128 ﾊﾞｲﾄ 

AFIA4111 ←  EBCDIC

C ←  ASCII 

C  

C  

C  

C123     あ

いうえ 
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５  マップ登録 

５．１ マップ登録でできること 
 

マップを事前に登録し、毎回データが変わる個所を置換フィールドとして、＠マークで指定しておく 

ことができます。登録後マッピング方式で（７ 参照）置換フィールドにデータのみを送信し、マッピ 

ング編集をすることができます。＠マークは、２バイト文字／１バイト文字どちらも使用可能です。 

 

送信データ       すでに登録されているマップ      ＦＡＸへの出力    

<<ﾏｯﾋﾟﾝｸﾞ方式で送信>>       <<ﾏｯﾌﾟ登録で登録>> 

 

 

 

 

 

５．２ マップ登録の使い方 
５．２．１  マップ登録のしかた 
 

① 最初の１２８バイトにＡレコードの送信情報をのせ、以降１バイト目を ’M’ にし１２８バイトごとの 

データを作成します。 

 

② ＦＡＸデータは、Ｊ系／Ｅ系のどちらでも構いません。 

ただし、Ｊ系／Ｅ系では送信する際の宛先及びＡレコードの指定が異なります。 

※  間違えるとエラーになります。 

E=1  E系の場合は1を指定 

↓J=5  J系の場合は5を指定 

AMIA4111  013････････044-246-4262････

M･････････････････････････････ 

M･････････････････････････････ 

              128 ﾊﾞｲﾄ     

 

 

佐藤久美子ｸｲｯｸﾘﾌｧﾚﾝｽ 
宛先 ：＠＠＠＠＠ 

件名 ：@@@@@@@@@@ 

宛先 ：佐藤久美子 

件名 ：ｸｲｯｸﾘﾌｧﾚﾝｽ 
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③ マップの識別は、『マップ識別子１＋用紙サイズ・方向（Ａレコードでの指定）＋マップ識別子２』で 

行われます。従って、マップ識別子２（例えば ’A’）を用いて、次の４種類のマップを登録できます。 

 

         マップ識別子１ 用紙ｻｲｽﾞ･方向 マップ識別子２ 
   『Ａ４縦』 … IABC      A4縦       A 
   『Ａ４横』 … IABC      A4横       A 
   『Ｂ４縦』 … IABC      B4縦       A 
   『Ｂ４横』 … IABC      B4横       A 
 

※ １顧客コード単位で 

36マップ (0-9 A-Z) × ４ (A4 ﾀﾃ/A4 ﾖｺ/B4 ﾀﾃ/B4 ﾖｺ) = １４４通り 

のマップ登録ができます。 

 

④ 一行の文字数は用紙サイズにより固定されます。 

 

⑤ 行間隔は、“Ａ”ファイルヘッダーレコードの設定によります。（２．２．３ 参照） 

 

⑥ 文字飾り ’?W’ を利用することで途中で行ピッチの変更ができます。 

※  文字飾りはマップ登録／更新時のみ使えます。 

 

⑦ Ｅ系データ／マップは、ＦＡＸセンター内でＪ系データ／マップに変換されます。 

従って、Ｊ系で登録されたマップに、Ｅ系のマッピングデータを送ることが可能です。 

また、Ｅ系で登録されたマップに、Ｊ系のマッピングデータを送ることも可能です。 

 



 

 ５-３ 

 

 

マップ登録と文字コードの変換 

概要図                FAXセンター 

 

ASCII/ｼﾌﾄ JIS ﾏｯﾌﾟ 

 

EBCDIC/IBM漢字 ﾏｯﾌﾟ 

 

 

ASCII/ｼﾌﾄ JIS FAX ﾃﾞｰﾀ 

  

EBCDIC/IBM漢字 FAX ﾃﾞｰﾀ 

 

 

            FAX出力 

 

マップ文字コード変換サンプル 

 

   J系マップ登録データ      登録マップ 

       

 

           

X’2094AD928D955B202020200D0A’ 

         X’2094AD928D955B202020200D0A’ 

E系マップ登録データ 

 

 

 

X’0E464B49444DBF0F4040400D25’ 
 

  注： ¢：CR 

    』：LF 

 

 

ASCII/ｼﾌﾄ JIS変換 

ASCII/ｼﾌﾄ JIS変換 

マップ

登録 

 

合成 

発注票  ¢』 

ASCII/ｼﾌﾄ JIS変換 

発注票  ¢』 

発注票 ¢』 

Ｓ
Ｏ

Ｓ
Ｉ



 

 ５-４ 

 

 

⑧ E系でのマップ登録においては、全角文字の表現はＳＯＳＩによるＭＩＸＥＤ形式で行います。 

この時ＳＯＳＩはブランクに変換されます。      ※  置換フィールドの項5.2.4 参照。 

 

 

 

                                                                     

 

⑨ マップを登録・更新した時は、自動的にマップのＦＡＸ出力を行います。 

出力先は、ヘッダーレコードで指定します。 

 

 

 

 

 

 

⑩ 改行 

FAX データ中に改行指示 CRLF があると、改行出力します。 

また、改行指示がなくても一行 の最大文字数に至った時には自動改行します。 

 

⑪ 改頁 

 マップは１頁単位の登録のため、利用できません。 

 

⑫ 頁終了 

 マップデータが終了した場合は ETX 又は ?&（キャラクター･2バイト） 

を必ずセットしてください。 

※  最終行が最大文字数 (例えば、A4縦の場合80文字)＋ＥＴＸのとき、当該頁でテキストの終了 

とします。余分な頁は出力しません。 

          80 

です。?&この頁は出力しない。            ････です。 

 

 

９／１定例会のお知らせ 

場所 ： 1001    会議室 

９／１定例会のお知らせ 

場所 ： 1001    会議室 

Ｓ
Ｏ 

Ｓ
Ｉ 

Ｓ
Ｉ 

Ｓ
Ｏ 

 AMIA4115．．．．044-246-4262 

  C出荷指示書   商品名 個数 

 C@@@@@@ @@@ @@@@@@ @@@ 

044-246-4262 のFAX 

(登録/更新された帳票が出力) 

登録/更新 

FAXセンター 

２頁以降は出ない。

１頁目 

（E系 X ’0D25’）
（J系 X ’0D0A’）

（E系 X ’03’･1バイト）

（J系 X ’03’･1バイト）

Ｓ
Ｏ 

Ｓ
Ｉ 

出荷指示書 

商品名  個数 

@@@@@@ @@@ 

@@@@@@ @@@ 
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５．２．２ 文字飾り 
 
① マップ登録では下記の特殊編集が可能です。 イメージ／マッピング方式のデータ内では使用できません。 

順番 制御文字 内容 備考 

?0 拡大(横倍角) 1＊ 

?I 拡大解除 

拡大する文字数だけ’?I’の後ろの文字を削除 

するので空白を挿入しておく必要があります。 

?X アンダーライン開始 2 

?Y アンダーライン解除 

アンダーラインの種類は1種類です。 

?! 強調文字開始 3 

?” 強調文字解除 

線が太くなります。 

?D 罫線記号禁止 4 

?E 罫線記号許可 

‘?D’から’?E’の間ではコード変換が行われません。 

(罫線文字の変換が行われません) 

5 ?Wn1n2 行間値の設定 1/120 ｲﾝﾁ単位 00＜n1n2＜99 

?V 縦書きモード 以降の漢字コードの文字を縦書きにします。 6 

?H 横書きモード 初期状態はこのモードです。 

?P 4倍角開始 7＊ 

?J 4倍角解除 

罫線行の中で4倍角を指定すると1行増えます。 

?B バーコード開始 8＊ 

?K バーコード終了 

以降の英数字をバーコードに変えます。 

バーコード詳細は6.3 参照 

?C バーコード文字開始 9＊ 

?L バーコード文字終了 

以降の英数字をバーコード文字に変えます。 

バーコード文字詳細は6.3 参照 

※  横倍角／４倍角／バーコード／バーコード文字については、制御を解除するまでは、 

他の文字飾り予約キャラクターは使用できません。 

?0?!使用不可?”?I  ?B?X使用不可?YK” 
 

② 基本的に ’?_’ は、将来の拡張のため全てリザーブされています. 

  従って、登録マップ中では特殊編集目的以外には ’?_’ を固定的に指定しないようにしてください。 

 

③ 制御文字 ’?_’ は全て半角スペース2バイトに変換されます。 

 

 

 

 

 

12345678901234567890 
?X＠＠＠?Y1234567890 

12345678901234567890 
＠＠＠  1234567890 



 

 ５-６ 

 

④ 横倍角・４倍角が指定された場合には、拡大する文字数分後ろの文字を上書きするため、スペース 

などを挿入しておく必要があります。もし、拡大する文字数内のエリアに文字飾り・置換フィールド 

が指定されていた場合には、上書きされるためこれらは無効になります。なお、上書きされるエリア 

には全て半角文字を入れておいてください。 

 

 

 

 

※ 上書きエリアに２バイト文字があると桁ずれ、文字化けが生じる可能性があります。 

 

⑤ 置換フィールドに対しても、文字飾りの特殊編集は有効です。 

 

⑥ 横倍角、４倍角指定による拡大編集中に、拡大解除指定以外の他の文字飾り制御文字が来た場合、 

その編集結果は保証できません。 

 

⑦ 拡大指定の中にあるＳＯＳＩはそれぞれ２バイトのブランクになります。 

 

⑧ サンプル（J系でのサンプル） 

 

登録マップ上の指定            FAX出力イメージ          

123456789012345678901234567890            123456789012345678901234567890 

?0ＦＡＸサンプル?I901234567890        ＦＡＸサンプル34567890  

 

123456789012345678901234567890            123456789012345678901234567890 

?XＦＡＸサンプル?Y901234567890             ＦＡＸサンプル 901234567890 

 

123456789012345678901234567890            123456789012345678901234567890 

?PＦＡＸサンプル?J901234567890            ＦＡＸサンプル34567890 

 

123456789012345678901234567890            123456789012345678901234567890 

?X?0ＦＡＸサンプル?I1234?Y7890        ＦＡＸサンプル  7890 

 

12345678901234567890 

?0＠＠＠?I?X34567890 

12345678901234567890 

＠＠＠ 7890  

ｱﾝﾀﾞｰﾗｲﾝは無視 



 

 ５-７ 

 

５．２．３ 罫線サポート 
 

登録マップ中にセットされた下記罫線キャラクタ－は、罫線に置き換えられます。 

 

登録マップ中の文字（半角） 順番 

文字 EBCDIC ASCII 

FAX出力時の罫線

1 ! X’5A’ X’21’  

2 | X’4F’ X’7C’  

3 % X’6C’ X’25’  

4 & X’5O’ X’26’  

5 - X’6O’ X’2D’  

6 # X’7B’ X’23’  

7 ” X’7F’ X’22’  

8 ; X’5E’ X’3B’  

9 * X’5C’ X’2A’  

10 = X’7E’ X’3D’  

11 + X’4E’ X’2B’  

 

 

サンプル 

   登録マップ中での登録        FAX出力時 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※ マップ登録、更新時に罫線は有効です。行間隔にかかわらずに縦横線は繋がります。 

 

!-=-* 

｜｜｜ 

%-+-; 

&-#-“ 

｜｜｜ 
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５．２．４ 置換フィールド 
 

① 登録マップ中にセットされた下記置き換え文字のフィールドは、入力データにより置き換えられます。 

 

種類 ANK 漢字

キャラクタ  @ ＠ 

文字サイズ 半角 全角

 

② 置換フィールドに対しても、文字飾りの特殊編集は有効です。 

 

③ １行中に指定できる置換フィールド項目の最大は４０項目です。 

 

④ １頁中に指定できる置換フィールド項目の最大は１０００項目です。 

 

⑤ マッピング方式の２バイト文字はＳＯＳＩなしです。（下記、置き換えサンプル２ 参照） 

 

置き換えサンプル１ 

 

   

 

 

 

 

 

 

 

置き換えサンプル２ 

 

 

 

 

 

 

大崎-３ 

■大崎■-３ 

@@@@@@@@  

大崎-３ 

 大崎 -３ 

E系入力データ 

J系入力データ 
登録マップ上の置換 

フィールド（1バイト） 

神奈川県 

神奈川県 

＠＠＠＠  

神奈川県 

神奈川県 

E系入力データ 

J系入力データ 
登録マップ上の置換 

フィールド（２バイト）

注：■ ････SO/SI 

FAX出力結果 

FAX出力結果 
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５．２．５  マップ登録／更新／削除の送り方 
 

ＦＡＸデータは、Ｊ系／Ｅ系のどちらで登録しても構いません。 

登録／更新／削除は、データ区分で指定します。 

ただし、Ｊ系／Ｅ系では送信する際の宛先及びＡレコードの指定が異なります。 

※  間違えるとエラーになります。 

 

宛先         J系はIFAXMPA         E系はIFAXMPE 

   

 

登録 

 

 

 

   

更新 

 

 

 

 

削除 

 

 

 

AMIA4111 

M 

M 

M 

AMIA4115 

M 

M 

M 

AMUA4111 

M 

M 

M 

AMUA4115 

M 

M 

M 

AMDA4115 AMDA4111 
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５．３  マップ登録の注意点とポイント 
 

① マップ登録では、＠マークを置換フィールドとして認識します。よってマップ中に＠@を使用しない 

ことをお勧めします。ただし、どうしてもという場合は『＠』が必要な場所を置換フィールドにして 

おき、マッピングデータで＠マークを送信する方法もあります。 

 

② マップ登録では ?_ を文字飾りとして予約してありますので、帳票中に ? を使わないで下さい。 

無効なものが入力されると帳票が正常出力しません。 

 

③ 罫線作成記号 !-=|%+;&#”は、そのままでは罫線の記号になってしまいます。このため、本来の記号 

として利用したい場合は、罫線記号禁止 ?D と罫線許可記号 ?E で囲む必要があります。 

 

④ マップ更新／削除は『マップ識別子（顧客コード）＋ サイズ ＋ 方向 ＋ マップ識別子（マップ番号）』 

の組合わせで対象マップを特定します。自分が登録してあるマップの控えを取っておくことをお勧めし 

ます。添付に『登録マップ一覧控え』をつけてありますのでご利用ください。 

 

⑤ マップ登録・更新の“Ａ”ファイルヘッダーレコードで指定された行間隔と用紙サイズから、求めら 

れる行数（最大行数）を超えた分は破棄されます。また、’?Wnn’で行間隔の変更を行うとその時点で 

残行数が再計算され、この行数を超えた分は破棄されます。 

 

 

 

 

 

 

４倍角指定された場合には、その行は２行として扱われます。そのため、最大行数分満たされたデータの 

中に４倍角の指定がある場合、4倍角のある行数分データが破棄されます。 

 

 

 

 

 

 

 

あああ   97 

いいい   98 

ううう   99 

えええ   100 

おおお   101 

例：A4縦・WIDTH=13（最大行数=１００） 

←破棄 

96 あああ   96 

97 いいい   97 

98 ううう  98, 99 

99 えええ   100 

100おおお   101 

入力行数 
↓ 

実出力行数 
↓ 

←破棄 

例：A4縦・WIDTH=13（最大行数=１００） 
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⑥ 帳票の最大文字数目（例：Ａ４縦の場合８０文字目）が２バイト文字（置換フィールド＠もその対象 

です）の時、当該文字は次行に印刷されます。 

 

 

 

 

⑦ 帳票の最大文字数目（例：Ａ４縦の場合８０文字目）が横倍角指定・４倍角指定による４バイト文字 

の時、当該文字以降の該当行のデータは破棄されます。 

 

 

 

 

このため、当ケースにて破棄されたデータ内に文字飾り制御文字が含まれている場合、その制御は 

無効となります。 

 

 

 

 

 

 

 

⑧ マップ登録サンプル 

 

   マップ登録・更新データ 

１マップ目登録 

 

 

２マップ目登録 

 

※ マップの終了には EXT ?& を入力する。 

 

 マップ削除データ 

 

A MIA4115 013 INMB     A･･･×××-×××-×××× 

M コード情報レコード 

M  EXT ブランク 

A MUA4115 013 INMB     B･･･×××-×××-×××× 

M  

M  ?& ブランク 

A MDA41       INMB     B ･･･ ×××-×××-×××× 

･･･････＠＠＠ ･･･････＠＠ 

＠ 

01234567890 

?0@@@ 

1      01234567890 

2    ?0＠＠＠?I 

3  ＠＠＠ 

01234567890 

＠＠＠?I

＠＠＠ 

01234567890 

＠＠＠ 

＠＠ 

↑ 

破棄される ↑ 

横倍角解除(?I)が無効になったため

ﾏｯﾌﾟ B 

ﾏｯﾌﾟ A 

01234567890

＠＠＠
01234567890 
＠＠ 

128バイト

128バイト
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６  バーコード機能 

６．１ バーコードでできること 
  マップ登録の文字飾りでバーコードやバーコード文字を指定することにより、入力した英数字が 

バーコード／バーコード文字に変換されて、ＦＡＸに出力されます。 

 

 

 

 

６．２ 利用できるバーコード種類 
－ ２ ＯＦ ５ ＳＴＡＮＤＡＲＤ 

－ ２ ＯＦ ５ ＩＮＴＥＲＬＥＡＶＥＤ 

－ ＮＷ－７ 

－ ＣＯＤＥ３９ 

－ ＪＡＮ／ＳＨＯＲＴ 

－ ＪＡＮ／ＣＯＤＥ 

 

 使用する文字 

① 2 OF 5 STANDARD      

 

 

数字(‘0’～‘9’) 

1～45桁 

① 2 OF 5 INTERLEAVED 

 

 

数字(‘0’～‘9’) 

1～45桁 

② NW-7 

NW-7はｽﾀｰﾄ･ｽﾄｯﾌﾟとしてｱﾙﾌｧﾍﾞｯﾄを使います。 

例) A123456789A 

数字(‘0’～‘9’)  記号(-$:.+/*\) 

アルファベット(A～E,N,T) 

1～45桁 

③ CODE39 

CODE39はｽﾀｰﾄ･ｽﾄｯﾌﾟとして‘*’を使います。 

例）*123456789* 

数字(‘0’～‘9’)  記号(-$:.+/*\) 

アルファベット(A～Z) 

1～45桁 

⑤ JAN/SHORT 数字(‘0’～‘9’) 

7文字固定 

チェックデジットは自動付加されます 

⑥ JAN/CODE 数字(‘0’～‘9’) 

12文字固定 

チェックデジットは自動付加されます 

※  英小文字はサポートしていません。 

←バーコード 

 1234  5670 
JAN／SHORT 

←バーコード文字 
（イメージ）
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６．３ バーコード機能の使い方 
６．３．１ バーコードの登録 
 

   バーコード機能を用いると、バーコードとバーコード文字の出力ができます。 

   バーコードやバーコード文字は文字飾りで指定します。 

バーコードは ?B、?Kを利用し、バーコード文字は ?C、?Lで指定します。 

※  イメージ方式のＦＡＸ出力には利用できません。 

 

バーコード開始／終了・・・・・ ‘?B’ ‘?K’ 

バーコード文字開始／終了・・・ ‘?C’ ‘?L’ 

 

＜使用例＞ ＠マークは、マップ登録時の置換フィールド（変数入力域）です。 

 

バーコード指定 

 

 

 

 

 

 

バーコード文字指定 

 

 

 

 

 

 

マップを登録すると編集イメージが出力されますが、その時置換フィールドは‘0’で出力されます。 

 

 

?B@@@@@@@?K 

?B1234567?K 

b=ブランク 

マップ登録 

?C@@@@@@@?L 

?C1234567?L 

bb0000000bb 

bb1234567bb 

マップ登録 
出力結果（ｲﾒｰｼﾞ図） 

bb        bb 

bb        bb 

出力結果（ｲﾒｰｼﾞ図） 

b=ブランク 
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６．３．２ バーコードの送信 
 

  バーコードを含むデータを送信するには、“Ａ”フィルターヘッダーレコードにバーコードの種類を指定 

し、バーコード文字飾りで作ったマップを送ります。送信先は、ＩＥ／ＥＸ ＦＡＸインターフェイス 

の宛先と同じです。データを出力するには、マッピング方式で数字・アルファベット・特殊文字を各種 

バーコードの範囲に応じ入力すると、すでに登録されているマップの置換フィールドが編集され、ＦＡＸ 

にバーコード／バーコード文字が出力されます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  出荷指示書 

品名   ﾊﾞｰｺｰﾄﾞ  個数 

ﾌﾟﾘﾝﾀｰﾘﾎﾞﾝ     02 

A4用紙               11 

B4用紙              05 

マップの登録のデータ送信 

JAN 

AMIA41..IFAX.B5...044-246-4262 

M      出荷指示書 

M------------------------------ 

M 品名  バーコード 個数 

M------------------------------ 

M  @@@@@@@@ ?B@@@@@@@?K @@ 

M  @@@@@@@@ ?B@@@@@@@?K @@ 

M  @@@@@@@@ ?B@@@@@@@?K @@ 

出力バーコードデータ送信 

 

AFIA41..IFAX.B....044-246-4262.. 

C ﾌﾟﾘﾝﾀｰﾘﾎﾞﾝ 141121102A4用紙  1511111 

C11B4用紙 151120511 

 出荷指示書 

品名   ﾊﾞｰｺｰﾄﾞ 個数 

   @@@@@@@@ @@@@@@@ @@ 

   @@@@@@@@ @@@@@@@ @@ 

   @@@@@@@@ @@@@@@@ @@ 

 ＩＥ／ＥＸ ＦＡＸセンター 

マップ’B’として登録 

IFAXMPA 

IFAXMPE 

044-246-4262 

 

FAX出力 
IFAXAnn

IFAXEnn
FAX 
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６．４ バーコードの注意点とポイント 
 

① １マップで指定できるバーコードの種類は1種類とする。 

Ａレコード 

123 4 5 6 7 8 9 0 1 2 3 4 5 6 7 8 9 0 1 2 3 4 5 6 7 8 9 0 1 2 3 4 5 6 7 8 9 0 1 2 3 4 5 6 7 8 9 0 1 2 3 4 5 6 7 8 9   ･ ･ ･ ･ ･ 

AMIA4111  013 Ixxx     B6     1JYUCHU01     044-245-7431 

 

② マップで指定したバーコード種類が優先されるため、マッピング方式のデータ内で別のバーコード 

種類を指定しても無効になります。 

                    CODE39     マップB=JAN    JAN 

AFMA41..IFAX..B4 044-246-1234 

C1234567 

 

③ “Ａ”ファイルヘッダーレコードで指定を間違えると（１～６、スペース）編集エラーとなります。 

 

④ バーコードは、高さがある方が読み取りやすくなりますので、行間指定を ’30’ にするか２行以上 

重ねて指定することをお勧めします。 

 

行間隔指定を ’30’ にした時のＦＡＸ出力サンプル 

 

 JAN/SHORT                                JAN/SHORT    

 

 

サンプル出力に使用したＪＣＬ(Ｅ系) 

 マップ更新用ＪＣＬをＨＥＸ表示したものです。 

 

------------------------------------------------------------------------------- 

000001 AMUA4111 030 IFAX    X5    1ABC001M               044-245-8242 

       CDECFFFF4FFF4CCCE4444EF4444FCCDFFFD444444444444444FFF6FFF6FFFF4444444444 

       144141110030096170000750000192400140000000000000000440245082420000000000 

------------------------------------------------------------------------------- 

000002 M     JAN/SHORT    ?B1234567?K                             ?C1234567?L  

       D02444DCD6ECCDE44446CFFFFFFF6D444444444440244444444444444446CFFFFFFF6D44 

       4D50001151286930000F21234567F200000000000D50000000000000000F31234567F300 

------------------------------------------------------------------------------- 

 

 1234  5670 
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⑤ 送信データの桁数よりバーコードの長さは長くなりますので、帳票データ作成の際は余裕を持って 

作ることをお勧めします。従って、バーコード使用の場合は罫線を行末に入れないで下さい。 

 

       

 送信データ    80 

  

ＦＡＸ出力 

         0123456789 

         ?B111111?K 

 

となります。 

            0123456789

          

 

となります。 

 

⑥ バーコード／バーコード文字に、行間隔以外の文字飾りを指定すると正しく反映されませんので、 

利用しないで下さい。 

※  横倍角、アンダーライン、強調、４倍角は使えません。 

 

    ?0?B123456?K?I  ?C?X1234567?Y?L   ?W30?B12345?K 

 

⑦ バーコード／バーコード文字の指定の中に、２バイト文字は利用出来ません。 

 

  ?B123４456?K 

 

⑧ ＪＡＮのようにバーコードの桁が固定のものは、桁数以下で指定するとバーコードが出力しません。 

 

⑧ バーコードの読み取りは、お客様のＦＡＸの機種や印刷紙の状況により一部読み取りにくいことが 

あります。 

※  感熱紙で読み取りにくい場合は、一度コピーすると読み取り率があがります。 

 

ヨコでの出力は、バー間隔の出力の乱れを生じ、誤読の原因となるため対応しておりません。 
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７  マッピング方式 

７．１ マッピング方式でできること 

 

事前に登録されたマップ中の置換フィールド（＠マーク）に、編集するためのデータを送信します。 

＠マークは、２バイト文字／１バイト文字どちらも使用可能です。 

 

送信データ      すでに登録されているマップ      ＦＡＸへの出力 

<<マッピング方式で送信>>   <<マップ登録で登録>> 

 

 

 

 

 

 

７．２ マッピング方式の使い方 

７．２．１ マッピング方式の登録 
 

① 最初の１２８バイトにＡレコードの送信情報をのせ、以降１バイト目を ’C’ にして１２８バイトごと 

のデータを作成します。 

※ 登録／更新の情報レコードの場合は１バイト目は ‘M’ です。５．２．１ 参照。 

 
② マップがＥ系で登録されていてもＪ系で登録されていても、マッピング方式のデータはＪ系／Ｅ系の 

どちらでも構いません。ただし、Ｊ系／Ｅ系では送信する際の宛先及びＡレコードの指定が異なります。 

※  間違えるとエラーになります。 

 

     E=1 マップ識別子 

    ↓J=5   ↓ 

AFIA4111･･INMB･0･･044-246-4262 

C  ････････････････････････ 

C  ････････････････････････ 

128バイト 

 

佐藤久美子 

ｸｲｯｸﾘﾌｧﾚﾝｽ 

宛先：＠＠＠＠＠ 

件名：@@@@@@@@@@ 

宛先：佐藤久美子 

件名：ｸｲｯｸﾘﾌｧﾚﾝｽ 
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③ データは、登録マップの置換フィールドの先頭より順番に入力編集していきます。 

送信データ  登録マップ  FAX出力 

ペンシル ００１くれよん０１０ → → 

  

 商品   個数 
＠＠＠＠＠ ＠＠＠ 

＠＠＠＠＠ ＠＠＠ 

＠＠＠＠＠ ＠＠＠ 

 

 商品   個数 
ペンシル  ００１ 

くれよん０ １０ 

 

※  上記のようにマッピング用のデータが、置換フィールドの桁に満たない場合はブランクを 

送ってください。詰めてしまうと下記の『くれよん』のようにずれてしまいます。 

 
④ 行間隔は、マップ登録の“Ａ”ファイルヘッダーレコードの設定になります。 

マッピング方式の“Ａ”ファイルヘッダーレコードに行間隔の指定は不要です。 

 

⑤ Ｊ系の場合置換フィールド項目の種別（１バイト／２バイト）による区別はしません。 

  即ち、入力桁数と置換フィールド桁数が一致していれば正しく出力されます。 

J系データ  置換フィールド  出力結果 

C･･･ABCDEF･･･ → @@@@@@ → ABCDEF 

  
  

 
 

 

C･･･ABCDEF･･･ → ＠＠＠ → ABCDEF 
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⑥ Ｅ系の場合、１バイトの置換フィールドには１バイト文字（カナ文字セット使用）又はＳＯＳＩで 

挟まれた２バイト文字が出力できます。（このとき入力されたＳＯＳＩはブランクに変換されます） 

２バイトの置換フィールドには２バイト文字のみが出力可能です。 

※  このとき入力データにＳＯＳＩは不要です。 

E系データ  置換フィールド  出力結果 

C･･･ABCDEF･･･ → @@@@@@ → ABCDEF 

  
  

 
 

 

C･･･■漢字■･･･ → @@@@@@ →  漢字  

  
■:SO/SI  

 
 

 

C･･･出力例･･･ → ＠＠＠ → 出力例 

  
  

 
 

 

 

ＳＯＳＩを使用して２バイト文字を出力する場合、ＳＯＳＩは同一置換フィールド内で閉じている 

必要があります。 

第一項目 第二項目 

A 

N 

K 

A 

N 

K 

S 

 

O 

漢字 漢字 

S 

 

I 

A 

N 

K 

S

 

O

漢字

S

I

A

N

K

A

N

K

S

O

漢字 漢字

S 

 

I 

 

 

⑦ 改行 

改行は利用できません。データ中に改行CRLF があるとブランクが 

２バイト出力されます。 

 

（E系 X ’0D25’・2バイト）

（J系 X ’0D0A’・2バイト）
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⑧ 改頁 

１頁分のデータの終りは、FF 又は &&（キャラクター･2バイト）を 

を使い、これにより改頁を行います。１頁分のデータに満たない場合は、残りの登録マップ上の置換 

フィールドはブランクになります。 

送信データ  登録マップ  FAX出力 

ペンシル ００１くれよん ０１０ → →

  

 商品   個数 
＠＠＠＠＠ ＠＠＠ 

＠＠＠＠＠ ＠＠＠ 

＠＠＠＠＠ ＠＠＠ 

 

 商品  個数 
ペンシル ００１ 

くれよん ０１０ 

 

１頁分のデータを１レコード単位（１２８バイト）でチェックします。 

１頁分のデータが終了したら 'FF' 又は '&&' で改頁し、次の頁のデータは次のレコードに入力します。 

マッピング方式データ  登録マップ  FAX出力 １頁目 

AFMA4111･INMB･･044-246-4262 

Cペンシル ００１&& 

Cくれよん ０１０&& 

 

128バイト  

 商品   個数 
＠＠＠＠＠ ＠＠＠ 

＠＠＠＠＠ ＠＠＠ 

＠＠＠＠＠ ＠＠＠ 
 

 商品  個数 
ペンシル ００１ 

 

    FAX出力 ２頁目 

  

  

 

 

 商品  個数 
くれよん ０１０ 

 

'FF' 又は '&&' が指定されたレコードの、'FF' 又は '&&' 以降のデータは読み捨てます。 

データが１頁分を満たし且つその後ろに '&&' があっても構いません。'&&' は無効です。 

置き換え値が２レコードにまたがっても構いません。 

マッピング方式データ  登録マップ  FAX出力 １頁目 

AFMA4111･INMB･･044-246-4262 

Cペンシル  ００１くれよん  ０１０画 

C用紙   ００５ 

 

128バイト  

 商品   個数 
＠＠＠＠＠ ＠＠＠ 

＠＠＠＠＠ ＠＠＠ 

＠＠＠＠＠ ＠＠＠ 
 

 商品  個数 
ペンシル ００１ 

くれよん ０１０ 

画用紙  ００５ 

 

⑨ 全頁終了 

全頁終了は利用出来ません。 

 

（E系 X ’0C’・1バイト）

（J系 X ’0C’・1バイト）
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７．２．２ マッピング方式の送信 
 

ＦＡＸデータは、Ｊ系／Ｅ系のどちらでも構いません。 

ただし、Ｊ系／Ｅ系では送信する際の宛先及びＡレコードの指定が異なります。 

※  間違えるとエラーになります。 

 

データ区分をＦＭにします。 

宛先 Ｊ系は  ＩＦＡＸＡｎｎ  Ｅ系は  ＩＦＡＸＥｎｎ 

       （宛先は、イメージ方式と同じです） 

    ↓    ↓ 

 AFMA4115  INMB  0  AFMA4111  INMB  0 

 C  C 

 C  C 

 C  C 
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７．３ マッピング注意点とポイント 
 

① 全てエディット済のデータ（文字として編集されたもの）を送信してください。 

 

② 行間隔及び１行の文字数は登録マップの指定に従います。（５．１ 参照） 

 

③ ＦＡＸデータは、登録マップで指定された置換フィールド項目順に、過不足なくセットされている 

必要があります。（ＳＯＳＩも一桁とるのでご注意ください。） 

 

④ １頁分のデータが満たされると改頁されますが、その頁の残りの置換フィールド項目を全てブランク 

にし改ページする場合は、以降をブランクにしたい置換フィールドの先頭に '&&' を入れます。 

（下記の例では、置換フィールド２以降をブランクにし、改頁します。） 

[登録マップ]  [FAXデータ]    

@@@@@  @@@@@ 
置換   置換 

フィールド１  フィールド2 
→ C･･ ABCD && →

 

ABCD 

    ↑ 

 

 

 

 

フィールド1用データ  

これ以降はブランクで改頁 

必ず直前の置換フィールドの桁数を 

満たした後に､&&をセットして下さい 

 

⑤ '&&'がなく登録マップで指定された置換フィールド項目の桁数と、ＦＡＸデータの桁数が合わない場合 

には編集エラーとなります。置き換えデータで当該頁内の全ての置換フィールドが正常に置換される 

場合、次のコード情報レコードに’&&’があると次頁がオールブランクの余分な頁として出力されます。 

当該頁 C ･････････････････････････････  ･･･はブランクでない文字を表します 

 C ･････････････････････････････   

 C ･････････････････････････････ ← 丁度レコードの切れ目までデータ項目がある 

２頁目 C &&･･･････････････････････････ ← ブランク頁として出力 

３頁目 C ･････････････････････････････ 置き換えの値にズレを生じながら置き換えられる 

 C ･････････････････････････････ ] (編集エラーになるケースがあります) 

 

⑥ 置き換えデータで当該頁内の全ての置換フィールドが正常に置換される場合、このコード情報レコード 

の後ろに '&' があるとこれは読み捨てられますが、その次のコード情報レコードの先頭にある '&’は 

データとみなされるため、２頁以降は１バイトずれて編集されます。 

当該頁 C ････････････････････････････  ･･･はブランクでない文字を表します 

 C ････････････････････････････   

 C ･･･････････････････････････& ← 丁度レコードの切れ目 -1までデータ項目がある 

２頁目 C & ･･･････････････････････････  

 C ････････････････････････････ 置き換えの値にズレを生じながら置き換えられる 

 C ････････････････････････････ 
]

(編集エラーになるケースがあります。) 
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⑦ ＩＢＭ漢字の場合、ＪＩＳ第一水準、第二水準にないものは、『■』になります。 

外字は登録・使用できません。また、ＳＯＳＩ内にＣＲＬＦなどのコントロール文字 

が入っていてもこれは２バイト文字と見なされ変換されるため、出力結果は『■』に 

なります。 

 

７．３．１ マッピングデータ サンプル 
 

１宛先目  A FMA4115 0 13 INMB 0  xxx-xxx-xxxx  

 C コード情報レコード マップ0 

１頁目 C   

 
[ 

C  && ブランク  

 C  マップ0 

２頁目 C   

 
[ 

C  && ブランク  

 P FMA4115 0 13 INMB 1  xxx-xxx-xxxx  

C  マップ1 
３頁目 

C   

 
[ 

C  && ブランク  

     

２宛先目  A FMA4115 0 13 INMB 2  xxx-xxx-xxxx  

 C コード情報レコード マップ2 

１頁目 C   

 
[ 

C  ブランク ← データ項目が1頁をフルに 

 P FMA4115 0 13 INMB 3  xxx-xxx-xxxx  満たす場合’&&’は不要 

C  マップ3 
２頁目 

C   

 
[ 

C  && ブランク  

     

３宛先目  A FMA4115 0 13 INMB 4  xxx-xxx-xxxx 

４宛先目  A FMA4115 0 13 INMB 4  xxx-xxx-xxxx ]
同報処理を指定 

しています 

 C コード情報レコード マップ4 

１頁目 C   

 
[ 

C   

 P FMA4115 0 13 INMB 1  xxx-xxx-xxxx  

C  マップ1 
２頁目 

C   

 
[ 

C  && ブランク  

  ※ 頁の終りには && を入れます。  
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８  出力文字数拡大機能 

８．１ 出力文字数拡大機能でできること 

 

“Ａ”ファイルヘッダーレコード上で指定することにより、マージンを無くしたＦＡＸ帳票を 

出力することが可能です。標準モードより、７０～８０％の出力文字数が拡大します。 

ただし、縦帳票のみで使用可能です。横帳票で指定しても無効となります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

８．２ 出力文字数拡大機能の使い方 

８．２．１ 指定のしかた 

 “Ａ”ファイルヘッダーレコード内２４桁目に、マージンなし‘１’を指定する。 

 

は、文字が出力される領域を示します。 
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８．２．２  出力文字数拡大指定時の行間隔と最大行数 
 

マージンなしを指定した場合の、各用紙サイズごとの行間隔と最大行数 

 

サイズ 

行間隔 

Ａ４縦

半角 

104 

Ｂ４縦 

半角 

126 

 
サイズ

行間隔

Ａ４縦

半角 

104 

Ｂ４縦

半角 

126 

サイズ

行間隔

Ａ４縦 

半角 

104 

Ｂ４縦

半角 

126 

0 - -  34 49 61 68 24 30 

1 1690 2080  35 48 59 69 24 30 

2 845 1040  36 46 57 70 24 29 

3 563 693  37 45 56 71 23 29 

4 422 520  38 44 54 72 23 28 

5 338 416  39 43 53 73 23 28 

6 281 346  40 42 52 74 22 28 

7 241 297  41 41 50 75 22 27 

8 211 260  42 40 49 76 22 27 

9 187 231  43 39 48 77 21 27 

10 169 208  44 38 47 78 21 26 

11 153 189  45 37 46 79 21 26 

12 140 173  46 36 45 80 21 26 

13 130 160  47 35 44 81 20 25 

14 120 148  48 35 43 82 20 25 

15 112 138  49 34 42 83 20 25 

16 105 130  50 33 41 84 20 24 

17 99 122  51 33 40 85 19 24 

18 93 115  52 32 40 86 19 24 

19 88 109  53 31 39 87 19 23 

20 84 104  54 31 38 88 19 23 

21 80 99  55 30 37 89 18 23 

22 76 94  56 30 37 90 18 23 

23 73 90  57 29 36 91 18 22 

24 70 86  58 29 35 92 18 22 

25 67 83  59 28 35 93 18 22 

26 65 80  60 28 34 94 17 22 

27 62 77  61 27 34 95 17 21 

28 60 74  62 27 33 96 17 21 

29 58 71  63 26 33 97 17 21 

30 56 69  64 26 32 98 17 21 

31 54 67  65 26 32 99 17 21 

32 52 65  66 25 31    

33 51 63  67 25 31    
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８．３ 出力文字拡大機能の注意点とポイント 
 

－ 横帳票のサポートはありません。 

 

－ 複数ページ出力（Ｐレコード）に混在はできません。全帳票がマージンなしに指定されてしまいます。 

 

－ 帳票いっぱいの出力になるため出力ＦＡＸの調整により、末尾が切れてしまう可能性があるため、実際 

 にＦＡＸ出力して確認してください。 

 

－ すでに登録されているマップには影響はありません。 

 既存帳票の修正不要です。既存帳票のマージンなし対応も可能です。 

 

－ 横帳票指定のとき、マージンなし帳票が指定されても無効となります。 
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９  利用上の注意点 

９．１ 出力時間 

 

ＦＡＸセンター内での処理はＩＥ／ＥＸに送信されたメッセージ単位で行われ、マルチタスクで 

処理されます。このため、大量データを1メッセージで送信するよりも、いくつかのメッセージ 

に分割して送信したほうが処理は早くなります。大量データの場合、分割の目安は１宛先に1枚 

ずつ送信するとして１００宛先単位の分割です。 

 

しかし、細かく分割しすぎても処理に時間がかかります。特にＩＥヘッダーのみの０件のデータ 

の送信は無駄な処理を行わせることになりますので、なるべく避けてください。 

 

処理速度はメッセージの大きさに比例して遅くなり、遅れの目安は１レコード（１２８バイト） 

あたり０．５～１秒です。1時間あたりに出力できる枚数の目安は、１宛先にＡ４を１枚ずつ出力 

するとして約１０００枚です。 

 

ただし、状況により出力時間は異なります。１宛先１枚ずつ出力する方が処理効率は低下し、１枚 

あたりのデータ量が多いほど出力に時間がかかります。また、出力地域が集中していても出力に時 

間がかかる場合があります。 

 
 
９．２ ＪＣＡプロトコル 
 
 ＪＣＡプロトコルは、非透過プロトコルでＥＢＣＤＩＣコードを使用します。 

このため、ＦＡＸインターフェースで用いられる下記のコントロール文字が使用できません。 

－ ＣＲＬＦ 

－ ＦＦ 

－ ＥＴＸ 

－ ＳＯＳＩ 

 

イメージ方式を用いる場合の制限 

－ ＣＲＬＦが利用できないので、一行をフルに送信する必要があります。実際のデータが 

 満たない場合でも後ろにブランクを入れて一行の文字数を満たせば、改行は可能です。 

－ ＦＦ及びＥＴＸが利用できないので、改頁をする場合は'&&'を、全てのデータの最後には 

 '?&'をセットして下さい。 

－ ＳＯＳＩが利用できないので、イメージ方式では漢字データを送信できません。 
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 マッピング方式を用いる場合の制限 

－ マップの登録･更新を行う場合は、[②イメージ方式の制限]と同様の制限があります。 

－ 別のプロトコルで登録されたマップにある漢字は、そのまま出力されます。 

－ ２バイトの置換フィールドにＳＯＳＩで囲まない漢字データを送ると、そのまま漢字出力 

が可能です。 

 

 

９．３ ＩＥユーザー 
 

ＦＡＸインターフェースは、１メッセージを一つの完結した処理単位として扱います。 

従って、複数メッセージからなる『メッセージ・グループ』をまとめて処理することはできません。 

必ず１メッセージで送信して下さい。 

 

ＩＥ／ＥＸ提供のプログラムをご利用の場合は、以下の点に注意して下さい。 

－ ＳＨＩＰ・ＢＤＩ・ｅｘｐＥＤＩｔｅ／ＭＶＳ利用時、ファイル送信コマンド（第一部分） 

のメッセージ・サイズは‘００’又はブランクとして下さい。 

－ その他のＥｘｐｅｄｉｔｅシリーズ利用時は必ず、ＸＦＬＣコマンドの配布リストを使用し 

て下さい。 

 

 

９．４ 大量データ送信中のマップ更新 
 

大量データを送信した場合、処理途中でマップ更新を行うとマップ更新以降に処理されたデータに 

関しては新しいマップが使用されます。マップ更新を行う場合は、送信データの処理が終了してい 

ることを確認後更新して下さい。 

 

 

９．５ ユーザーＩＤ解約時 

 

ＮＭＳ＜ＩＥ／ＥＸ＞ＦＡＸインターフェース登録申請書の □ 削除 の項目をチェックし、 

申請してください。その際、事前に登録済みマップを削除してください。 

マップは自動的には削除されませんので、マップが残っている場合は課金されます。 

 



 

 ９-３ 

 

 

９．６ フリーダイアル（０１２０）及びナビダイアル（０５７０）へのＦＡＸ出力 

 

 フリーダイアル及びナビダイアルに対するＦＡＸ配信については、基本的に配信は可能です。 

ただし、それらの宛先への配信は、該当サービスの契約等により、問題が発生する場合があります。 

 原則的には、相手先には通常の市外局番から始まる番号を指定してください。 

 

 

９．７ ＦＡＸ通信管理レポートの送信元 

 

 相手先ＦＡＸの通信管理レポートに表示される、受信時の送信者の欄はブランクとなります。 
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１０  ユーザーＩＤ一覧とメッセージ識別コード 

１０．１ ユーザーＩＤ 
 

ＩＥ／ＥＸ ＦＡＸインターフェースの宛先ユーザーＩＤは、その使用目的により以下の種類が 

用意されています。お客様は、使用目的に応じたＦＡＸインターフェースの宛先ユーザーＩＤを 

選択し、データ送受信を行ってください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

結果通知をユーザーに送り返すユーザーＩＤ(IFAXSTn)のサフィックス(n)は'1'から順次 

カウント･アップされます。 

お客様がどのサフィックスの宛先から結果通知を受信するかは、登録申請時にアサイン 

されますので、お客様側システムは宛先を変更できるように設計して下さい。 

IE/EX 

ユーザー 

IE/EX 
 

FAX 

Term 

メール・ 

ボックス 

ＦＡＸセンター 

 

    JISコードでFAXデータを 

送信する時の宛先 

 

    EBCDIC コードでFAXデータを 

送信する時の宛先 

 

JISコードでMAP登録・更新データを 

送信する時の宛先 

 

EBCDICコードでMAP登録・更新データ 

を送信する時の宛先 

 

結果通知をユーザーに送り返す 

ユーザーID 

IFAXAnn 

IFAXEnn 

IFAXMPA 

IFAXMPE 

IFAXSTn 
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１０．２ メッセージ識別コード 
 

 ＩＥ／ＥＸ ＦＡＸインターフェースの利用にあたってのメッセージ識別コードは、以下の 

ように設定する必要があります。 

 

 

 FAX出力データのメッセージ識別コード：『IFAXSEND』 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 結果通知データのメッセージ識別コード：『IFAXSTAT』 

 

 

・ 業界プロトコルのお客様は、データ種別／ファイル名をメッセージ識別コードに変換するように 

 サービス管理責任者の登録が必要です。 

 

・ ＩＥユーザーの場合、メッセージ識別コードは『ユーザー･クラス』にセットします。 

 

 

 

 

IE/EX 

ユーザー IE/EX 
 

FAX 

Term 

メール・ボックス 

 

ＦＡＸセンター 
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１１  料金体系の説明 

１１．１ 料金項目 
 

料金項目 固定/変動 定義 

初期登録料 固定費 ･IE/EX FAX インターフェースの利用を希望する顧客単位に課金します。 

･FAX インターフェース利用登録ユーザーID は最大5 ユーザーID/顧客です。 

月次基本料 固定費 ･IE/EX FAX インターフェースの利用する顧客単位に課金します。 

･日割計算はありません。 

FAX出力料-A4 サイズ 変動費 ･A4 サイズFAX出力に課金します。 

FAX出力料-B4 サイズ 変動費 ･B4 サイズFAX出力に課金します。 

マップ登録・更新料 変動費 ･FAX マップの登録・更新料金です。 

･同一マップ識別子(*)に対して同一月内で複数の登録･更新処理を 

 行っても1登録･更新となります。 

･マップの削除処理は、登録･更新処理の対象になりません。 

(*)サイズ･方向を含め、同一のものを言います。 

マップ保管料 変動費 ･FAX マップの登録されたものに対する保管料金です。 

･毎月1日に登録が存在するものに対し課金します。 

･日割計算はありません。 

結果通知料 変動費 ･FAX出力に際して、エラーの結果通知情報には課金しませんが、正しく 

 FAX出力されたものに対する結果通知情報に対し課金します。 

･エラーの通知とは最終処理結果が’00’または’01’以外の結果通知情報 

です。 

バーコードは、機能の提供であるため料金は上記料金体系と同じです。 

 

注意点： i.当ＦＡＸインターフェース利用にあたって発生する上記の項目以外の費用として、 

通常のＩＥ／ＥＸサービスに関する料金があります。 

  例・ＩＥ／ＥＸトランザクション処理料 

   ・ＩＥ／ＥＸ交換回線接続料（業界プロトコル利用の場合） 

 これらの費用は、全てＦＡＸデータ送信者に課金されます。 

 即ち、ＦＡＸデータ送信は送信者課金で登録し、結果通知情報受信は受信者課金 

で登録します。 

    ii.ＦＡＸセンターに送信されるＦＡＸデータは、メッセージ識別コードを正しく 

‘ＩＦＡＸＳＥＮＤ’にセットすれば、３日を超えてＩＥ／ＥＸサービスのメッセ 

ージ・キューに蓄積されることはなく、短期貯蔵料は発生しません。 

 ＦＡＸセンターから送られる結果通知情報は、当該データを送信したユーザーの 

メッセージ・キューに蓄積されますので、速やかに受信して下さい。 



 

 １１-２ 

 

１１．２ 留意点 
 

[変動費の課金] 

 

・変動費は、下記のように実際に当サービスの利用月とその請求が行われる月がズレますので 

注意して下さい。 

 －(月1)の変動費は、(月2)の請求データとして(月3)に請求される。 

 －(月2)の変動費は、(月3)の請求データとして(月4)に請求される。 

 －このため、サービス契約が解約されても請求が行われることがあります。 

 

(月1) (月2) (月3)  

FAX サービス利用月   

1 2 ･････ 28 29 30 1 2 3 ･････ 29 30 31 1 2 3 4 ･････ ･････ 

   

    

 

この間のサービス利用 

が請求対象   
この月の請求として発行 請求書発行月 

 

 

 

 

 

 



 

 

添付１：用語集 

 

 

Expediteシリーズ   ：ＩＥ／ＥＸとの通信ソフトウェア 

 

国際ＩＥ     ：国際間で情報交換を行うためのサービス。 

       ＩＥ／ＥＸサービスには、国内ＩＥ／ＥＸと国際ＩＥサービスがある。 

 

Ｅ系     ：ＥＢＣＤＩＣ／ＩＢＭ漢字の文字コードに対するＩＥ／ＥＸ ＦＡＸインター 

    フェースでの名称 

 

Ｊ系     ：ＡＳＣＩＩ／シフトＪＩＳ漢字の文字コードに対するＩＥ／ＥＸ ＦＡＸ 

       インターフェースでの名称 

 

バーコード    ：添付３ 参照 

 

顧客コード    ：ＩＥ／ＥＸ内でユーザー識別として使われるもので、顧客コードとユーザー 

      ＩＤは登録時に弊社よりお渡ししているもの。 

 

マージン     ：帳票出力時の文字出力域のヘリの余白の部分 

 

ＴＡＴ     ：ターン・アラウンド・タイムの略で、ここではデータを送信してからＦＡＸ 

      出力するまでを意味する。 

 

 



 

 

添付２：利用例（データ作成サンプル、Expedite Base/MVS ） 

 

データ作成にはいろいろな方法がありますが、下記にサンプルを記載しますので参考にしてください。 

 

Ｅｘｐｅｄｉｔｅ Ｂａｓｅ／ＭＶＳ サンプルＪＣＬ（Ｅ系） 

 

Ｅｘｐｅｄｉｔｅ Ｂａｓｅ／ＭＶＳ を使用してＦＡＸセンターへデータを送信する場合、 

下記のように行います。 

 

データ作成（１２８バイト） 

 

イメージ方式で送信時 

 

ＦＡＸへ出力するイメージにあわせて、データを作成します。 

１行目は、‘Ａ’ファイルヘッダーレコードです。ＦＡＸ及び相手先情報を記述します。 

下記は、イメージ方式（データ区分は‘ＦＩ’）Ａ４縦 行間隔１３ のサンプルです。 

２行目は、‘Ｃ’コード情報レコードです。実際の出力内容を記述します。 

改行する場合は、ヘキサ ’0D25’ を記述します。 

改頁する場合は、ヘキサ ‘0C’ 又はキャラクター && を記述します。 

全ての頁が終了した場合は、ヘキサ ‘03’ 又はキャラクター ?& を記述します。 

 

データセット名：  FAX.DATA(IMAGE01)   Dsorg PO    Recfm FB    Lrecl 128    Blksz 12800 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

****** ***************************** Top of Data ***************************** 
000001 AFIA4111 013 xxxx          1xxxx01F               03-1234-5678  
000002 CX’0D25’     ＊＊＊  配信依頼書  ＊＊＊ 
000003 CX’0D25’ 山崎倉庫（株） 御中 
000004 CX’0D25’ 配送先：東京都品川区大崎１－６－３   株式会社 日本ＨＡＬ 
000005 CX’0D25’   ---------------------------------------------------------- 
000006 CX’0D25’    商品番号     商品名    数量  納期 
000007 CX’0D25’   ---------------------------------------------------------- 
000008 CX’0D25’ １０００１０ ボールペン（黒） ２０ ０５／０１ 
000009 CX’0D25’ ２０００２０ 液状糊  ３０ ０６／０１ 
000010 CX’0D25’ １００４３０ サインペンセット ２５ ０６／０１ 
000011 CX’0D25’   ---------------------------------------------------------- ?& 
****** **************************** Bottom of Data *************************** 



 

 

マップ登録時 

 

ＦＡＸへ出力するイメージにあわせて、マップを登録します。 

@ 又は ＠ マークで指定されたフィールドが置換フィールドです。 

（その後、登録したマップの置換フィールドにあわせて、変更データを送付します。） 

 

１行目は、‘Ａ’ファイルヘッダーレコードです。ＦＡＸ及び相手先情報を記述します。 

下記は、マップ登録（データ区分は‘ＭＩ’）Ａ４縦 行間隔１３ のサンプルです。 

初めてマップを登録する場合はデータ区分‘ＭＩ’（マップ登録）を、登録されているマップを 

変更する場合は‘ＭＵ’（マップ更新）を使用します。 

２行目は、‘Ｍ’コード情報レコードです。登録するマップ内容を記述します。 

改行する場合は、ヘキサ ’0D25’ を記述します。 

改頁する場合は、ヘキサ ‘0C’ 又はキャラクター && を記述します。 

全ての頁が終了した場合は、ヘキサ ‘03’ 又はキャラクター ?& を記述します。 

マップ登録では罫線が使用できます。 

 

データセット名：  FAX.DATA(MAPSEND)   Dsorg PO    Recfm FB    Lrecl 128    Blksz 12800 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＊ 上記データは８０バイトデータでのサンプルです。 

１２８バイト単位のレコード変換して送信してください。 

 

****** ***************************** Top of Data **********************************
000001 AMIA4111 013 xxxx    A     1xxxxxxx               03-1234-5678              
000002 M                                                                           
000003 MX’0D25’       ＊＊＊  配信依頼書  ＊＊＊                            
000004 MX’0D25’   山崎倉庫（株） 御中                                              
000005 MX’0D25’   配送先：東京都品川区大崎１－６－３     株式会社 日本ＨＡＬ     
000006 MX’0D25’    !--------------------------------------------------------*       
000007 MX’0D25’    |     商品番号     商品名      数量    納期     |       
000008 MX’0D25’    %--------------------------------------------------------;       
000009 MX’0D25’    |   @@@@@@@@@@@@   ＠＠＠＠＠＠＠＠    @@@@@   @@ / @@   |       
000010 MX’0D25’    |   @@@@@@@@@@@@   ＠＠＠＠＠＠＠＠    @@@@@   @@ / @@   |       
000011 MX’0D25’    |   @@@@@@@@@@@@   ＠＠＠＠＠＠＠＠    @@@@@   @@ / @@   |       
000012 MX’0D25’    &--------------------------------------------------------"  ?&   
****** **************************** Bottom of Data ********************************



 

 

マッピング方式で送信時 

 

登録したマップの置換フィールドにあわせて、変更データを送付します。 

 

１行目は、‘Ａ’ファイルヘッダーレコードです。ＦＡＸ及び相手先情報を記述します。 

下記は、マッピング方式（データ区分は‘ＦＭ’）Ａ４縦 行間隔１３ のサンプルです。 

２行目は、‘Ｃ’コード情報レコードです。 

登録マップの置換フィールドの先頭より順番に、入力するデータを記述します。 

データが置換フィールドの桁に満たない場合は、ブランクを送ります。 

下記のサンプルはイメージです。 

実際のデータ内２バイト文字のＳＯＳＩは削除します。 

 

データセット名：  FAX.DATA(MAPDATA)   Dsorg PO    Recfm FB    Lrecl 128    Blksz 12800 

 

 

 

 

 

 

 

****** ***************************** Top of Data *************************************
000001 AFMA4111 013 xxxx    A     1xxxxxxx               03-1234-5678                 
000002 C      100010ボールペン（黒）   200501      200020液状糊     300601      100
000002 C430サインペンセット   250601 
****** **************************** Bottom of Data ***********************************



 

 

データ送信用ＪＣＬ（８０バイト） 

 

作成したデータを送信します。 

送信データのメッセージ識別コードは、『ＩＦＡＸＳＥＮＤ』です。 

Ｅ系イメージ方式／マッピング方式データ送信の場合は、ＩＦＡＸＥｎｎへ送信します。 

Ｅ系マップ登録／マップ更新データ送信の場合は、ＩＦＡＸＭＰＥへ送信します。 

下記は、イメージ方式データ送信の場合のサンプルです。 

 

データセット名：  FAX.JCL(SENDDATA)         Dsorg PO   Recfm FB    Lrecl 80    Blksz 3120 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

****** ***************************** Top of Data ****************************** 
000001 //jobname  JOB (XXXX),’xxxx xxxx’,TIME=1,MSGCLASS=A,                      
000002 //            USER=userid,PASSWORD=password,                             
000003 //JOBLIB   DD  DSN=xxxxx.BMVS45.HQK6450.SEXXLOAD,                        
000004 //             DISP=SHR,UNIT=SYSDA,VOL=SER=xxxxxx                        
000005 //EXPSND   EXEC PGM=IEBASE,REGION=2048K                                  
000006 //INPRO    DD  *                                                         
000007    IDENTIFY IEACCOUNT(xxxx) IEUSERID(xxxxxxx) IEPASSWORD(xxxxxxx)        
000008          TIMEZONE(JST);                                                  
000009    SNACOMM IELUNAME(QZQB62I1) IELUMODE(IINAPPC) USERLUNAME(xxxxxxxx);    
000010 /*                                                                       
000011 //INMSG    DD  *                                                         
000012    SEND FILEID(DD:SENDDD) ACCOUNT(ifax) USERID(ifaxe01) CLASS(IFAXSEND); 
000013 /*                                                                       
000014 //SNDDD    DD  DSN=FAX.DATA(IMAGE01)                                     
000015 //             DISP=SHR,UNIT=SYSDA,VOL=SER=xxxxxx                        
000016 //OUTPRO   DD  SYSOUT=*                                                  
000017 //OUTMSG   DD  SYSOUT=*                                                  
000018 //ERRORMSG DD  DSN=xxxxx.BMVS45.HQK6450.SEXXMSGS(EXXMSG),                
000019 //             DISP=SHR,UNIT=SYSDA,VOL=SER=xxxxxx                        
000020 //ERRORTXT DD  DSN=xxxxx.BMVS45.HQK6450.SEXXMSGS(EXXTXT),                
000021 //             DISP=SHR,UNIT=SYSDA,VOL=SER=xxxxxx                        
000022 //BASETRC  DD  SYSOUT=*                                                  
000023 //LINKTRC  DD  SYSOUT=*                                                  
000024 //SYSPRINT DD  SYSOUT=*                                                  
000025 //SYSUDUMP DD  SYSOUT=*                                                  
000026 //                                                                       
****** **************************** Bottom of Data **************************** 



 

 

結果通知データ受信用ＪＣＬ（８０バイト） 

 

結果通知データを受信します。 

結果通知データのメッセージ識別コードは、『ＩＦＡＸＳＴＡＴ』です。 

送信者は『ＩＦＡＸＳＴｎ』です。結果通知データは、送信元ユーザー宛に送信されます。 

（結果通知先を変更した場合は、変更したユーザー宛に送信されます。） 

下記は、マッピング方式データ送信の場合のサンプルです。 

 

データセット名：  FAX.JCL(RCVDATA)         Dsorg PO   Recfm FB    Lrecl 80    Blksz 3120 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

****** ***************************** Top of Data ****************************** 
000001 //jobname  JOB (XXXX),’xxxx xxxx’,TIME=1,MSGCLASS=A,                      
000002 //            USER=userid,PASSWORD=password,                             
000003 //JOBLIB   DD  DSN=xxxxx.BMVS45.HQK6450.SEXXLOAD,                        
000004 //             DISP=SHR,UNIT=SYSDA,VOL=SER=xxxxxx                        
000005 //EXPSND   EXEC PGM=IEBASE,REGION=2048K                                  
000006 //INPRO    DD  *                                                         
000007    IDENTIFY IEACCOUNT(xxxx) IEUSERID(xxxxxxx) IEPASSWORD(xxxxxxx)        
000008          TIMEZONE(JST);                                                  
000009    SNACOMM IELUNAME(QZQB62I1) IELUMODE(IINAPPC) USERLUNAME(xxxxxxxx);    
000010 /*                                                                       
000011 //INMSG    DD  *                                                         
000012    RECEIVE FILEID(DD:RECVDD) ACCOUNT(ifax) USERID(ifaxst1)               
000013    CLASS(IFAXSTAT);                                                      
000014 /*                                                                       
000015 //RECVDD   DD  DSN=FAX.RECEIVE,                                          
000016 //             DISP=SHR,UNIT=SYSDA,VOL=SER=xxxxxx                        
000017 //OUTPRO   DD  SYSOUT=*                                                  
000018 //OUTMSG   DD  SYSOUT=*                                                  
000019 //ERRORMSG DD  DSN=xxxxx.BMVS45.HQK6450.SEXXMSGS(EXXMSG),                
000020 //             DISP=SHR,UNIT=SYSDA,VOL=SER=xxxxxx                        
000021 //ERRORTXT DD  DSN=xxxxx.BMVS45.HQK6450.SEXXMSGS(EXXTXT),                
000022 //             DISP=SHR,UNIT=SYSDA,VOL=SER=xxxxxx                        
000023 //BASETRC  DD  SYSOUT=*                                                  
000024 //LINKTRC  DD  SYSOUT=*                                                  
000025 //SYSPRINT DD  SYSOUT=*                                                  
000026 //SYSUDUMP DD  SYSOUT=*                                                  
000027 //                                                                       
****** **************************** Bottom of Data **************************** 



 

 

出力結果 

 

 イメージ方式 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 マッピング方式 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
   ＊＊＊  配信依頼書  ＊＊＊ 

 山崎倉庫（株） 御中 
 配送先：東京都品川区大崎１－６－３   株式会社 日本ＨＡＬ 
   ---------------------------------------------------------- 
      商品番号     商品名     数量  納期 
   ---------------------------------------------------------- 

１０００１０   ボールペン（黒）  ２０        ０５／０１ 
２０００２０   液状糊            ３０        ０６／０１ 
１００４３０   サインペンセット  ２５        ０６／０１ 

   ----------------------------------------------------------  
 

 
   ＊＊＊  配信依頼書  ＊＊＊ 

 山崎倉庫（株） 御中 
 配送先：東京都品川区大崎１－６－３   株式会社 日本ＨＡＬ 
    
      商品番号     商品名     数量 納期 
    

100010   ボールペン（黒）         20     05 / 01      
200020   液状糊                   30     06 / 01      
100430   サインペンセット         25     06 / 01      

    
 



 

 

添付３：バーコードについて（二次元バーコードは含まず） 

 

１．バーコードとは 

  スキャナーがバーコードの黒バーと白のスペースよりの反射光をとらえ電気信号に変えます。バー 

  コードの読み取りは、黒バーとスペースの反射率に大きく影響を受けるため、スペース部分にシミ 

  がついていたり、白と黒のコントラストがあまりない場合は、読み取りに影響することもあります。 

 

 

２．各バーコード種類の特長 

－ ＩＴＦ（Ｉｎｔｅｒｌｅａｖｅｄ ２ ｏｆ ５） 

５本のバー（２本は太いバー）と５本のスペース（２本は太いスペース）の組合わせで、 

構成されます。独自のスタートストップコードと、バーコード前後のブランクスペースを 

とりますが、これらはＦＡＸセンターで自動付加されます。２つのキャラクター単位の処 

理となるためバーコードの数は偶数倍となります。 

 

－ コード３９ 

９本のバー（３本は太いバー）とスペースで構成されます。 

スタートストップは、’*’ を使用します。スタートストップを含む 数字(0-9) / 記号 

(- . _ $ / + %) / アルファベット(A-Z)を送ってください。 

 

  － ＮＷ－７ 

      ７本の黒いバーとスペースで構成されます。 

      スタートストップは、通常 ’A’ ‘B’ ’C’ ’D’ が使用されます。スタートストップを含む 数字 

(0-9) / 記号(- . _ $ / + %) / アルファベット(A-Z)を送ってください。 

 

－ ＪＡＮ  コード 

バーコードの始め／終わり／中央に他より長いバーを２本づつおき、左右の内容を分けて 

います。１２桁＋チェックデジット表示されます。チェックデジットはＦＡＸセンターで 

自動付加しますので、お客様は１２桁固定でデータを送ってください。 

 

 



 

 

添付４：登録マップ一覧控え 

 

ＩＥ／ＥＸ  ＦＡＸ  マップ登録一覧控え 

 

マップ識別子１（顧客コード）   ＿ ＿ ＿ ＿ 

 

サイズ・方向 
マップ 

識別子2 

識別番号 

(ファイル名) 
登録日 更新日 削除

 

A4 ﾀﾃ A4 ﾖｺ B4 ﾀﾃ B4 ﾖｺ

 

＿ 

 

＿ ＿ ＿ ＿ ＿ ＿ ＿ ＿ 

 

 ／   ／ 

 

 ／   ／ 

 

□ 

 

A4 ﾀﾃ A4 ﾖｺ B4 ﾀﾃ B4 ﾖｺ

 

＿ 

 

＿ ＿ ＿ ＿ ＿ ＿ ＿ ＿ 

 

 ／   ／ 

 

 ／   ／ 

 

□ 

 

A4 ﾀﾃ A4 ﾖｺ B4 ﾀﾃ B4 ﾖｺ

 

＿ 

 

＿ ＿ ＿ ＿ ＿ ＿ ＿ ＿ 

 

 ／   ／ 

 

 ／   ／ 

 

□ 

 

A4 ﾀﾃ A4 ﾖｺ B4 ﾀﾃ B4 ﾖｺ

 

＿ 

 

＿ ＿ ＿ ＿ ＿ ＿ ＿ ＿ 

 

 ／   ／ 

 

 ／   ／ 

 

□ 

 

A4 ﾀﾃ A4 ﾖｺ B4 ﾀﾃ B4 ﾖｺ

 

＿ 

 

＿ ＿ ＿ ＿ ＿ ＿ ＿ ＿ 

 

 ／   ／ 

 

 ／   ／ 

 

□ 

 

A4 ﾀﾃ A4 ﾖｺ B4 ﾀﾃ B4 ﾖｺ

 

＿ 

 

＿ ＿ ＿ ＿ ＿ ＿ ＿ ＿ 

 

 ／   ／ 

 

 ／   ／ 

 

□ 

 

A4 ﾀﾃ A4 ﾖｺ B4 ﾀﾃ B4 ﾖｺ

 

＿ 

 

＿ ＿ ＿ ＿ ＿ ＿ ＿ ＿ 

 

 ／   ／ 

 

 ／   ／ 

 

□ 

 

A4 ﾀﾃ A4 ﾖｺ B4 ﾀﾃ B4 ﾖｺ

 

＿ 

 

＿ ＿ ＿ ＿ ＿ ＿ ＿ ＿ 

 

 ／   ／ 

 

 ／   ／ 

 

□ 

 

A4 ﾀﾃ A4 ﾖｺ B4 ﾀﾃ B4 ﾖｺ

 

＿ 

 

＿ ＿ ＿ ＿ ＿ ＿ ＿ ＿ 

 

 ／   ／ 

 

 ／   ／ 

 

□ 

 

A4 ﾀﾃ A4 ﾖｺ B4 ﾀﾃ B4 ﾖｺ

 

＿ 

 

＿ ＿ ＿ ＿ ＿ ＿ ＿ ＿ 

 

 ／   ／ 

 

 ／   ／ 

 

□ 

 

A4 ﾀﾃ A4 ﾖｺ B4 ﾀﾃ B4 ﾖｺ

 

＿ 

 

＿ ＿ ＿ ＿ ＿ ＿ ＿ ＿ 

 

 ／   ／ 

 

 ／   ／ 

 

□ 

 

A4 ﾀﾃ A4 ﾖｺ B4 ﾀﾃ B4 ﾖｺ

 

＿ 

 

＿ ＿ ＿ ＿ ＿ ＿ ＿ ＿ 

 

 ／   ／ 

 

 ／   ／ 

 

□ 

 

A4 ﾀﾃ A4 ﾖｺ B4 ﾀﾃ B4 ﾖｺ

 

＿ 

 

＿ ＿ ＿ ＿ ＿ ＿ ＿ ＿ 

 

 ／   ／ 

 

 ／   ／ 

 

□ 

 

A4 ﾀﾃ A4 ﾖｺ B4 ﾀﾃ B4 ﾖｺ

 

＿ 

 

＿ ＿ ＿ ＿ ＿ ＿ ＿ ＿ 

 

 ／   ／ 

 

 ／   ／ 

 

□ 

 

A4 ﾀﾃ A4 ﾖｺ B4 ﾀﾃ B4 ﾖｺ

 

＿ 

 

＿ ＿ ＿ ＿ ＿ ＿ ＿ ＿ 

 

 ／   ／ 

 

 ／   ／ 

 

□ 

 

A4 ﾀﾃ A4 ﾖｺ B4 ﾀﾃ B4 ﾖｺ

 

＿ 

 

＿ ＿ ＿ ＿ ＿ ＿ ＿ ＿ 

 

 ／   ／ 

 

 ／   ／ 

 

□ 

 

A4 ﾀﾃ A4 ﾖｺ B4 ﾀﾃ B4 ﾖｺ

 

＿ 

 

＿ ＿ ＿ ＿ ＿ ＿ ＿ ＿ 

 

 ／   ／ 

 

 ／   ／ 

 

□ 

 


